
一

　
　
　

は
じ
め
に

　

本
稿
は
夏
目
漱
石
の
『
倫
敦
塔
』（
初
出　

雑
誌
「
帝
国
文
学
」

十
一
巻
一
、
帝
国
文
学
会
編
輯
発
行
、
明
治
三
十
八
年
一
月
十
日
）
に

関
す
る
研
究
文
献
の
書
誌
で
あ
る
。『
倫
敦
塔
』に
つ
い
て
稿
者
は
、『
倫

敦
塔
』
研
究
文
献
目
録
（
鳥
井
正
晴
・
宮
薗
美
佳
・
古
浦
修
子
編
『『
倫

敦
塔
』
論
集
漱
石
の
み
た
風
景
』
収
録
、
和
泉
書
院
、
令
和
３
年
３
月
）

を
公
表
し
て
い
る
。
同
稿
の
内
訳
は
、
研
究
史
九
件
・
解
説
五
十
七
件
・

解
題
二
十
五
件
・
研
究
文
献
四
〇
六
件
、
以
上
の
合
計
は
四
九
七
件
と

な
る
。

　

本
稿
は
同
稿
の
公
表
後
、
調
査
で
新
た
に
判
明
し
た
文
献
の
補
遺
編

と
し
て
、明
治
四
十
二
（
一
九
〇
九
）
年
十
月
か
ら
令
和
五
（
二
〇
二
三
）

年
八
月
ま
で
の
夏
目
漱
石
『
倫
敦
塔
』
に
関
す
る
研
究
文
献
目
録
の
作

成
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

凡
例

一�

、
文
献
は
表
題
に
『
倫
敦
塔
』
を
冠
し
た
も
の
を
中
心
と
し
た
が
、

作
品
研
究
の
広
が
り
を
示
す
た
め
『
倫
敦
塔
』
に
言
及
し
た
文
献
に

つ
い
て
も
稿
者
に
お
い
て
取
捨
せ
ず
に
可
能
な
限
り
掲
げ
た
。

一�

、
文
献
の
配
列
は
掲
載
順
（
発
行
年
月
順
）
と
し
、
ジ
ャ
ン
ル
に
よ

る
分
類
は
行
わ
な
か
っ
た
。

一�

、
利
用
者
の
文
献
収
集
の
便
宜
を
図
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
研
究
者
の

個
人
史
お
よ
び
論
文
の
評
価
史
を
考
え
る
上
で
の
一
つ
の
目
安
と
し

て
単
行
本
等
へ
の
再
録
状
況
を
可
能
な
限
り
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に

努
め
た
。
た
だ
し
再
録
に
あ
た
っ
て
の
加
筆
改
稿
に
つ
い
て
の
調
査

は
見
送
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

一�

、
単
行
本
は
『　

』
で
示
し
た
。
単
行
本
所
収
の
論
文
及
び
記
事
の

記
載
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
�　

執
筆
者
名
、
表
題
、
編
者
名
、
書
名
、
頁
数
、
発
行
所
名
、
発
行

年
月

　

�　

雑
誌
・
新
聞
・
紀
要
等
は
「　

」
で
示
し
、
巻
号
数
は
ア
ラ
ビ
ア

　
漱
石
『
倫
敦
塔
』
書
誌
（
一
）

†
村
　
田
　
好
　
哉

����†��

大
阪
産
業
大
学�

国
際
学
部�

国
際
学
科�

教
授

　

��

草
稿
提
出
日　

11
月
30
日

　

�

最
終
原
稿
提
出
日　

12
月
1
日



二

数
字
に
改
め
た
。
雑
誌
・
新
聞
・
紀
要
等
所
収
の
論
文
及
び
記
事
の

記
載
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

�　

執
筆
者
名
、
表
題
、
発
表
誌
名
、
巻
号
数
、
頁
数
、
編
集
及
び
発

行
所
名
、
発
行
年
月

　

�　

単
行
本
等
へ
の
再
録
に
は
→
を
用
い
た
。
再
録
に
際
し
て
の
記
載

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

�　
（
編
者
名
）、
書
名
、
頁
数
、
発
行
所
名
、
発
行
年
月

一�

、
仮
名
遣
い
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
が
、
字
体
は
適
宜
新
字
体
に
改

め
た
。
発
行
年
は
既
成
の
漱
石
文
献
目
録
と
の
関
連
か
ら
元
号
に
改

め
、
ア
ラ
ビ
ア
数
字
を
用
い
た
。

一�

、
本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
後
掲
の
研
究
史
と
あ
わ
せ
て
以
下

の
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
お
よ
び
漱
石
研
究
文
献
目
録
を
参
照

し
た
。
記
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

　

・�

国
立
国
会
図
書
館
オ
ン
ラ
イ
ン
（https://ndlonline.ndl.

go.jp/#!/

）

　

・�

国
立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ
（https://iss.ndl.go.jp/

）

　

・�

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（https://dl.ndl.

go.jp/

）

　

・�CiN
ii�Research

（https://cir.nii.ac.jp/

）

　

・�CiN
ii�Books

（https://ci.nii.ac.jp/books/

）

　

・�Google�

ブ
ッ
ク
ス
（https://books.google.co.jp/

）

　

・�Google�Scholar

（https://scholar.google.com

）

　

・�

大
宅
壮
一
文
庫
雑
誌
記
事
索
引W

eb

版
（W

eb�O
Y
A
-bunko

）

　

・�

ざ
っ
さ
く
プ
ラ
ス
雑
誌
記
事
索
引
集
成
デ
ー
タ
ベ
ー
ス（
皓
星
社
）

　

・�J-ST
A
GE

（https://w
w
w
.jstage.jst.go.jp/brow

se/-char/

ja

）

　

・�

朝
日
新
聞
ク
ロ
ス
サ
ー
チ

　

・�

読
売
新
聞
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス　

ヨ
ミ
ダ
ス
歴
史
館

　

・�

毎
日
新
聞
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス　

毎
索

　

・�

産
経
新
聞
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
産
経
新
聞
電
子
版
）

　

・�

中
日
新
聞
・
東
京
新
聞
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

　

・�

日
本
経
済
新
聞
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス　

日
経
テ
レ
コ
ン

　

・�

国
文
学
研
究
資
料
館　

国
文
学
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
論
文
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
他

　

漱
石
研
究
文
献
目
録

　

・�

鎌
倉
幸
光
、「
漱
石
文
献
目
録
稿
」「
浪
漫
古
典
」
１
巻
６
号
６
輯
、

昭
和
書
房
、
昭
和
９
年
９
月

　

・�

無
署
名
、「
漱
石
研
究
参
考
文
献
目
録
」「
文
学
」
４
巻
12
号
、
岩

波
書
店
、
昭
和
11
年
12
月

　

・�

無
署
名
、「
夏
目
漱
石
研
究
文
献
目
録
」「
文
学
」
10
巻
12
号
、
岩

波
書
店
、
昭
和
17
年
12
月

　

・�
岩
波
書
店
編
輯
部
、「
漱
石
参
考
文
献
」「
思
想
」
162
号
、岩
波
書
店
、

昭
和
10
年
11
月

　

・�

内
田
道
雄
「
夏
目
漱
石
研
究
文
献
目
録
」
成
瀬
正
勝
他
編
、『
増

補
国
語
国
文
学
研
究
史
大
成
14
鷗
外
・
漱
石
』
三
省
堂
、
昭
和
53



三

年
３
月

　

・�
平
野
清
介
編
著
『
新
聞
集
成
夏
目
漱
石
像
一
～
六
』、
昭
和
54
年

１
月
～
59
年
５
月
、
明
治
大
正
昭
和
新
聞
研
究
会

　

・�

平
野
清
介
編
著
『
雑
誌
集
成
夏
目
漱
石
像
一
～
二
十
』、
昭
和
56

年
７
月
～
58
年
５
月
、
明
治
大
正
昭
和
新
聞
研
究
会

　

・�

平
岡
敏
夫
編
『
夏
目
漱
石
研
究
資
料
集
成
』
全
十
巻
別
巻
一
、
日

本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
平
成
３
年
５
月

　

・�

越
智
治
雄
・
大
野
淳
一
・
熊
坂
敦
子
・
石
井
和
夫
・
石
原
千
秋
諸

氏
に
よ
る
「
漱
石
研
究
文
献
目
録
」
が
「
国
文
学
解
釈
と
教
材
の

研
究
」（
学
燈
社
）
の
以
下
の
号
に
15
回
掲
載
。

　
　

�

16
巻
12
号
臨
時
号
（
昭
和
46
年
９
月
）
／
18
巻
５
号
４
月
号
（
昭

和
48
年
４
月
）
／
19
巻
13
号
11
月
号
（
昭
和
49
年
11
月
）
／
20
巻

14
号
11
月
号
（
昭
和
50
年
11
月
）
／
21
巻
14
号
11
月
号
（
昭
和
51

年
11
月
）
／
23
巻
６
号
５
月
号
（
昭
和
53
年
５
月
）
／
24
巻
６
号

５
月
号
（
昭
和
54
年
５
月
）
／
26
巻
13
号
10
月
号
（
昭
和
56
年
10

月
）
／
28
巻
14
号
11
月
号
（
昭
和
58
年
11
月
）
／
28
巻
16
号
12
月

号
（
昭
和
58
年
12
月
）
／
29
巻
１
号
１
月
号
（
昭
和
59
年
１
月
）
／

29
巻
２
号
２
月
号
（
昭
和
59
年
２
月
）
／
31
巻
３
号
３
月
号
（
昭

和
61
年
３
月
）
／
32
巻
６
号
５
月
号
（
昭
和
62
年
５
月
）
／
34
巻

５
号
４
月
号
（
平
成
元
年
４
月
）

　

・�

五
十
嵐
礼
子
・
大
木
正
義
・
工
藤
京
子
・
田
中
愛
・
橋
本
の
ぞ
み

諸
氏
に
よ
る「
漱
石
研
究
文
献
目
録
」が「
漱
石
研
究
」（
小
森
陽
一
・

石
原
千
秋
編
、
翰
林
書
房
）
に
平
成
７
年
５
月
～
17
年
11
月
に
か

け
て
以
下
の
号
に
12
回
掲
載
。

　
　

�

４
号
（
平
成
７
年
５
月
）
／
５
号
（
平
成
７
年
11
月
）
／
６
号
（
平

成
８
年
５
月
）
／
７
号
（
平
成
８
年
12
月
）
／
９
号
（
平
成
９
年

11
月
）
／
11
号
（
平
成
10
年
11
月
）
／
12
号
（
平
成
11
年
10
月
）
／

13
号
（
平
成
12
年
10
月
）
／
14
号
（
平
成
13
年
10
月
）
／
15
号
（
平

成
14
年
10
月
）
／
16
号
（
平
成
15
年
10
月
）
／
18
号
（
平
成
17
年

11
月
）

　

・�

山
本
勝
正
氏
に
よ
る
「
夏
目
漱
石
参
考
文
献
目
録
」
が
平
成
２
年

12
月
～
21
年
12
月
に
か
け
て
以
下
の
号
に
20
回
掲
載
。

　
　
「
広
島
女
学
院
大
学
国
語
国
文
学
誌
」
20
、
32
、
33
、
36
～
39
号

　
　
「
広
島
女
学
院
大
学
日
本
文
学
」
１
～
10
、
13
～
15
号

　
　
　

研
究
史

相�

原
和
邦　
「（
作
品
別
夏
目
漱
石
研
究
史
）
漾
虚
集
」「
国
文
学
解
釈

と
教
材
の
研
究
」
21
巻
14
号
特
集
夏
目
漱
石　

作
品
に
深
く
測
鉛
を

お
ろ
し
て
（
139
～
141
頁
）、
学
燈
社
、
昭
和
51
年
11
月

鳥�

井
正
晴　
「『
倫
敦
塔
』
研
究
史
ノ
ー
ト
（
１
）
─
昭
和
30
年
～
昭
和

42
年
─
」「
大
阪
音
楽
大
学
研
究
紀
要
」
16
号
（
65
～
78
頁
）、
大
阪

音
楽
大
学
、
昭
和
53
年
２
月

鳥�
井
正
晴　
「『
倫
敦
塔
』
研
究
史
ノ
ー
ト
（
２
）
─
昭
和
43
年
～
昭
和

45
年
４
月
─
」「
大
阪
音
楽
大
学
研
究
紀
要
」
17
号
（
95
～
108
頁
）、

大
阪
音
楽
大
学
、
昭
和
53
年
12
月

相�

原
和
邦　
「
研
究
史
へ
の
照
明
Ⅱ　

漾
虚
集
」
竹
盛
天
雄
編
、「
別

冊
国
文
学
夏
目
漱
石
必
携
」
別
冊
５
号
、（
150
～
152
頁
）、
学
燈
社
、



四

昭
和
55
年
２
月

塚�
本
利
明　
「
漱
石
と
外
国
文
学　

英
文
学
（
一
）
─
初
期
作
品
よ
り

「
坑
夫
」
ま
で
」
竹
盛
天
雄
編
、「
別
冊
国
文
学　

夏
目
漱
石
必
携
Ⅱ
」

別
冊
14
号
（
166
～
175
頁
）、
学
燈
社
、
昭
和
57
年
５
月

水�

谷
昭
夫　
「（
漱
石
研
究
の
現
在
）
漱
石
の
ロ
ン
ド
ン
」「
国
文
学
解

釈
と
教
材
の
研
究
」
32
巻
６
号
特
集
夏
目
漱
石
を
読
む
た
め
の
研
究

事
典
（
34
頁
）、
学
燈
社
、
昭
和
62
年
５
月

鳥�

井
正
晴　
「（
漱
石
研
究
の
現
在
）
漾
虚
集
」
同
右
（
74
～
75
頁
）

鳥�

井
正
晴
・
藤
井
淑
禎
・
玉
井
敬
之
（
司
会
）　
「
鼎
談
」
鳥
井
正

晴
・
藤
井
淑
禎
編
『
漱
石
作
品
論
集
成
第
四
巻
漾
虚
集
・
夢
十
夜
』

（
289
～
320
頁
）、
桜
楓
社
、
平
成
３
年
５
月

酒�

井
英
行　
「
倫
敦
塔　

研
究
の
現
在
」「
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
」

39
巻
２
号
１
月
臨
時
増
刊
号
夏
目
漱
石
の
全
小
説
を
読
む
（
20
～
23

頁
）、
学
燈
社
、
平
成
６
年
１
月

鳥�

井
正
晴　
「『
倫
敦
塔
』
論
の
前
提
─
倫
敦
塔
評
釈
」
鳥
井
正
晴
・
宮

薗
美
佳
・
古
浦
修
子
編
『『
倫
敦
塔
』
論
集　

漱
石
の
み
た
風
景
』

近
代
文
学
研
究
叢
刊
70
（
237
～
423
頁
）、
和
泉
書
院
、
令
和
３
年
３

月
仲�　

秀
和　
「『
倫
敦
塔
』
研
究
史
」（
425
～
486
頁
）、
同
右

一�

、
本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
主
と
し
て
以
下
の
諸
機
関
お
よ
び

個
人
の
蔵
書
を
利
用
さ
せ
て
頂
い
た
。
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

　

�

国
立
国
会
図
書
館
東
京
館
、
国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
、
日
本
近
代

文
学
館
、
大
阪
府
立
中
央
図
書
館
、
京
都
府
立
図
書
館
、
東
京
都
立

中
央
図
書
館
、
神
奈
川
県
立
近
代
文
学
館
、
愛
知
県
図
書
館
、
名
古

屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
、
石
川
県
立
図
書
館
、
三
重
県
立
図
書
館
、

愛
媛
県
立
図
書
館
、
新
宿
区
立
漱
石
山
房
記
念
館
、
京
都
大
学
附
属

図
書
館
、
同
志
社
女
子
大
学
図
書
館
、
大
阪
産
業
大
学
図
書
館
、
鳥

井
正
晴
氏

一�

、
作
品
『
倫
敦
塔
』
の
各
種
文
学
全
集
、
文
庫
本
等
へ
の
収
録
状
況

に
つ
い
て
は
、
順
次
掲
載
の
予
定
で
あ
る
。

　
　

解
説
（
補
遺
）

　
　
　

平
成
６
（
一
九
九
四
）
年

富�

士
川
義
之　
「
幻
想
作
家
漱
石
」
富
士
川
義
之
編
『
日
本
幻
想
文
学

集
成
25
夏
目
漱
石
』（
291
～
314
頁
）、
国
書
刊
行
会
、
平
成
６
年
５
月

→
『
新=

東
西
文
学
論
─
批
評
と
研
究
の
狭
間
で
』（
209
～
211
頁
）、

み
す
ず
書
房
、
平
成
15
年
12
月

　

�

→
富
士
川
義
之
・
別
役
実
・
堀
切
直
人
・
種
村
季
弘
編
『
新
編
・
日

本
幻
想
文
学
集
成
８
』（
192
～
204
頁
）、
国
書
刊
行
会
、
平
成
29
年
12

月

　
　

解
題
（
補
遺
）

　
　
　

昭
和
３
（
一
九
二
八
）
年

三�
浦
圭
三　
「
ろ
ん
ど
ん
た
ふ　

倫
敦
塔
」『
日
本
文
学
辞
典
』（
920
～

924
頁
）、
文
教
書
院
・
大
阪
宝
文
館
、
昭
和
３
年
２
月

　
　
　

昭
和
32
（
一
九
五
七
）
年

石�

上　

堅　
「
明
治
元
年
─
四
十
五
年　

倫
敦
塔
」『
綜
合
編
年
近
代
文



五

学
事
典
』（
60
～
61
頁
）、
一
歩
社
書
店
、
昭
和
32
年
10
月

　
　
　

平
成
27
（
二
〇
一
五
）
年

松�

下
浩
幸　
「
あ
ら
す
じ
漱
石
（
152
～
155
頁
）［
倫
敦
塔
（
152
頁
）］」「
別

冊
太
陽　

日
本
の
こ
こ
ろ
」
231
夏
目
漱
石
の
世
界　

大
分
漱
石
論
が

出
で
申
候
。
も
う
沢
山
に
候
、
平
凡
社
、
平
成
27
年
８
月

　
　
　

令
和
４
（
二
〇
二
二
）
年

松�

岡
浩
史　
「
Ⅳ
漱
石
を
読
む
・
作
品
解
説　

短
編
小
説
倫
敦
塔
／
カ
ー

ラ
イ
ル
博
物
館
」
く
ま
も
と
漱
石
文
化
振
興
会
・
熊
本
大
学
文
学
部

附
属
漱
石
・
八
雲
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
編『
ア
イ
ラ
ヴ
漱
石
先
生　

漱

石
探
求
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』（
78
～
79
頁
）、
集
広
舎
、
令
和
４
年
４
月

　
　

研
究
文
献
（
補
遺
）

　
　
　

明
治
42
（
一
九
〇
九
）
年

五�

十
嵐　

力　
「
第
五
編
文
章
の
種
類
及
び
文
体
第
一
章
文
章
の
種

類
」、『
新
文
章
講
話
』（
537
～
553
頁
）、
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
明
治

42
年
10
月

　
　
　

大
正
３
（
一
九
一
四
）
年

赤�

木
桁
平　
「
夏
目
漱
石
論
」「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
17
巻
４
号
209
号
（
121
～

143
頁
）、
ほ
と
ゝ
ぎ
す
発
行
所
、
大
正
３
年
１
月

　

�

→
『
芸
術
上
の
理
想
主
義
』（
224
～
282
頁
）、
洛
陽
堂
、
大
正
５
年
10

月

　
　
　

大
正
13
（
一
九
二
四
）
年

木�

村　

毅　
「
第
一
四
章　

傳
記
小
説
の
事
實
と
空
想
（
下
）
倫
敦
塔

の
話
」『
小
説
の
創
作
と
鑑
賞
』（
201
～
212
頁
）、
新
詩
壇
社
、
大
正

13
年
９
月

　
　
　

大
正
15
（
一
九
二
六
）
年

鈴�

木
敏
也　
「
二　

創
作
家
と
し
て
の
夏
目
漱
石
」、『
文
芸
論
抄
廃
園

雑
草
』（
27
～
67
頁
）、
右
文
書
院
、
大
正
15
年
10
月

　
　
　

昭
和
10
（
一
九
三
五
）
年

羽�

仁
新
五　
「
漱
石
の
初
期
に
於
け
る
創
作
態
度
「
倫
敦
塔
」「
幻
影
の

盾
」「
薤
露
行
」」「
国
文
学
研
究
」
４
輯
（
129
～
150
頁
）、
早
稲
田
大

学
国
文
学
会
、
昭
和
10
年
５
月

　
　
　

昭
和
13
（
一
九
三
八
）
年

森�

田
草
平　
「
夏
目
漱
石
作
品
の
裝
釘
」「
図
書
館
雑
誌
」
32
年
９
号
226

号
（
278
～
283
頁
）、
日
本
図
書
館
協
会
、
昭
和
13
年
９
月

　
　
　

昭
和
15
（
一
九
四
〇
）
年

高�

柳
賢
三　
「
ロ
ン
ド
ン
塔
」「
公
論
」
３
巻
３
号
３
月
号
（
206
～
207
頁
、

171
頁
）、
第
一
公
論
社
、
昭
和
15
年
３
月

　
　
　

昭
和
17
（
一
九
四
二
）
年

松�

岡　

譲　
「
第
一
部　

漱
石
の
生
涯
第
七
章
『
猫
』
の
前
後　
『
吾
輩

は
猫
で
あ
る
』（
189
～
196
頁
）
／
第
二
部　

漱
石
の
文
學
第
二
章　

作

品
の
性
格　

ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
の
作
品
（
313
～
315
頁
）」『
漱
石
・
人

と
そ
の
文
学
』、
潮
文
閣
、
昭
和
17
年
６
月

　
　
　

昭
和
21
（
一
九
四
六
）
年

板�

垣
直
子　
「
第
一
部　

夏
目
漱
石　

第
二
章　

文
學　

二　

漱
石
の

知
性
文
學
・
心
理
的
手
法
・
思
想
性
─
そ
の
発
展
的
な
線
に
卽
し
て

の
作
品
の
検
討
─
」『
漱
石
・
鷗
外
・
藤
村
』（
68
～
117
頁
）、
巌
松



六

堂
書
店
、
昭
和
21
年
７
月

　
　
　

昭
和
22
（
一
九
四
七
）
年

日�
高
只
一　
「
漱
石
の
文
學
第
二
章　

作
品
の
性
格
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム

の
作
品　

ロ
ン
ド
ン
塔
」『
人
間
解
放
の
文
學
』（
153
～
169
頁
）、
白

鳳
出
版
社
、
昭
和
22
年
６
月

無�

署
名　
「
倫
敦
塔
鴉
再
登
場
」「
外
交
評
論
」
27
巻
６
号
９
月
号
（
37

頁
）、
国
際
連
合
研
究
会
、
昭
和
22
年
９
月

　
　
　

昭
和
27
（
一
九
五
二
）
年

矢�

野　

剛　
「
倫
敦　

港
と
倫
敦
橋
」「
港
湾
」
29
巻
３
号
３
月
号　

通

巻
292
号
（
18
～
20
頁
）、
港
湾
協
会
、
昭
和
27
年
３
月

　
　
　

昭
和
28
（
一
九
五
三
）
年

高�

木
彬
光　
「
こ
の
物
語
に
つ
い
て
」『
ロ
ン
ド
ン
塔
』
エ
ー
ン
ズ
ワ
ー

ス
原
作
、
世
界
名
作
文
庫
72
（
１
～
３
頁
）、
偕
成
社
、
昭
和
28
年

12
月

　

�

→
『
ロ
ン
ド
ン
塔
』
少
年
少
女
世
界
の
名
作
８
（
１
～
３
頁
）、エ
ー

ン
ズ
ワ
ー
ス
原
作
、
偕
成
社
、
昭
和
39
年
３
月

　
　
　

昭
和
33
（
一
九
五
八
）
年

和�

辻
哲
郎　
「
中
學
生
（
四
）
自
叙
伝
の
試
み
（
二
十
二
）」「
中
央
公
論
」

73
年
13
号
12
月
号
通
巻
847
号
（
278
～
285
頁
）、
中
央
公
論
社
、
昭
和

33
年
12
月

　

�

→
『
自
叙
伝
の
試
み
』（
266
～
333
頁
）、
中
央
公
論
社
、
昭
和
36
年
12

月

　

�

→
『
和
辻
哲
郎
全
集
第
十
八
巻
自
叙
伝
の
試
み
』（
266
～
332
頁
）、
岩

波
書
店
、
昭
和
38
年
４
月

　

�

→
『
和
辻
哲
郎
全
集
第
十
八
巻
自
叙
伝
の
試
み
』
第
三
刷
（
266
～
332

頁
）、
岩
波
書
店
、
平
成
２
年
10
月

　

�

→
『
自
叙
伝
の
試
み
』（
344
～
430
頁
）、
中
公
文
庫
わ
─
11
─
２
、
中

央
公
論
社
、
平
成
４
年
４
月

　
　
　

昭
和
38
（
一
九
六
三
）
年

柴�

田
宵
曲　
「
前
後
（
49
～
50
頁
）
／
探
偵
小
説
（
111
～
112
頁
）」『
漱

石
覚
え
書
』、
日
本
古
書
通
信
社
、
昭
和
38
年
11
月

　

�

→
『
柴
田
宵
曲
文
集
第
七
巻
漱
石
覚
え
書
・
紙
人
形
・
煉
瓦
塔
』

（
40
～
41
頁
／
74
頁
）、
編
集
委
員
加
藤
郁
乎
・
木
村
新
・
小
出
昌
洋
、

小
沢
書
店
、
平
成
５
年
９
月

　

�

→
『
漱
石
覚
え
書
』（
32
～
33
頁
／
78
頁
）、中
公
文
庫
し
─
42
─
１
、

中
央
公
論
新
社
、
平
成
21
年
９
月

　
　
　

昭
和
40
（
一
九
六
五
）
年

三�

浦
一
郎　
「
世
界
史
の
ナ
ゾ　

ロ
ン
ド
ン
塔
の
二
王
子　

リ
チ
ャ
ー

ド
三
世
極
悪
人
？
」「
毎
日
新
聞
」朝
刊
三
一
九
七
〇
号（
家
庭
11
面
）、

毎
日
新
聞
社
、
昭
和
40
年
４
月
16
日
（
金
曜
）

　
�

→
『
毎
日
新
聞
縮
刷
版
』
昭
和
40
年
４
月
号
16
巻
４
号
通
巻
184
号

（
375
頁
）、
毎
日
新
聞
東
京
本
社
、
昭
和
40
年
５
月

　
　
　

昭
和
41
（
一
九
六
六
）
年

石�

川　

淳　
「
倫
敦
塔
そ
の
他
」「
漱
石
全
集
第
二
巻
短
篇
小
説
集
月
報
」

２
（
１
～
２
頁
）、
岩
波
書
店
、
昭
和
41
年
１
月

　

�

→
『
夷
斎
小
識
』（
82
～
86
頁
）、
中
央
公
論
社
、
昭
和
46
年
５
月



七

　
�

→
『
増
補
石
川
淳
全
集
第
十
四
巻
』（
291
～
293
頁
）、
筑
摩
書
房
、
昭

和
50
年
３
月

　

�
→
『
夷
斎
小
識
』（
59
～
62
頁
）、
中
公
文
庫
、
中
央
公
論
社
、
昭
和

54
年
１
月

　

�

→
『
現
代
の
随
想
16
石
川
淳
集
』（
179
～
182
頁
）、
彌
生
書
房
、
昭
和

57
年
４
月

　

�

→
『
石
川
淳
全
集
第
十
五
巻
』（
59
～
61
頁
）、
筑
摩
書
房
、
平
成
２

年
６
月

　

�

→
『
安
吾
の
い
る
風
景
・
敗
荷
落
日　

現
代
日
本
の
エ
ッ
セ
イ
』

（
172
～
175
頁
）、
講
談
社
文
芸
文
庫
い
Ａ
５
、
講
談
社
、
平
成
３
年
６

月

　

�

→
澁
澤
龍
彥
編
『
石
川
淳
随
筆
集
』（
217
～
223
頁
）、
平
凡
社
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
907
、
平
凡
社
、
令
和
２
年
８
月

　
　
　

昭
和
42
（
一
九
六
七
）
年

佐�

藤
信
正　
「
同
窓
会
会
報　

第
１
回
欧
米
歯
科
事
情
視
察
団
旅
行
記

（
３
）
ロ
ン
ド
ン
・
パ
リ
ー
の
旅
」「
九
州
歯
科
学
会
雑
誌
」
21
巻
２

号
（
58
～
69
頁
）、
九
州
歯
科
学
会
、
昭
和
42
年
９
月

杉�

本
秀
太
郎　
「
第
二
部
文
学
的
発
想
の
原
型　

植
物
的
な
も
の
─
文

学
と
文
様
─
」
桑
原
武
夫
編
『
文
学
理
論
の
研
究
』
京
都
大
学
人
文

科
学
研
究
所
報
告
（
46
～
64
頁
）、
岩
波
書
店
、
昭
和
42
年
12
月

　

�

→
『
文
学
の
紋
帖
』（
28
～
39
頁
）、
構
想
社
、
昭
和
52
年
３
月

　

�

→
『
諸
芸
の
論
杉
本
秀
太
郎
文
粋
３
』（
323
～
355
頁
）、
筑
摩
書
房
、

平
成
８
年
５
月

　
　
　

昭
和
45
（
一
九
七
〇
）
年

小�

山
田
義
文　
「
教
壇
の
ト
ピ
ッ
ク
ス　

ロ
ン
ド
ン
塔
の
二
王
子
」「
高

校
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
」
２
巻
10
号
１
月
号
（
28
～
29
頁
）、
旺
文
社
、

昭
和
45
年
１
月

　
　
　

昭
和
47
（
一
九
七
二
）
年

小�

沢
勝
美　
「「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」
に
お
け
る
漱
石
像
」「
日
本
文
学
」

21
巻
６
号
特
集
明
治
四
十
年
以
前
の
漱
石
（
11
～
19
頁
）、
日
本
文

学
協
会
、
未
来
社
発
行
、
昭
和
47
年
６
月

塚�

本
利
明　
「
書
評　

矢
本
貞
幹
著
『
夏
目
漱
石
』」「
比
較
文
学
」
15

巻
（
94
～
96
頁
）、
日
本
比
較
文
学
会
、
昭
和
47
年
10
月

　
　
　

昭
和
48
（
一
九
七
三
）
年

斉�

藤
恵
子　
「「
趣
味
の
遺
伝
」
の
世
界
」「
比
較
文
學
研
究
」
24
号

（
80
～
109
頁
）、
東
大
比
較
文
學
會
編
、
朝
日
出
版
社
、
昭
和
48
年
９

月

　

�

→
『
漱
石
論
集
こ
ゝ
ろ
の
ゆ
く
え
』（
99
～
145
頁
）、
春
風
社
、
令
和

３
年
11
月

　
　
　

昭
和
49
（
一
九
七
四
）
年

實�

吉
晴
夫　
「
比
較
文
化
論
そ
の
一
─
漱
石
の
場
合
─
」「
横
浜
商
大
論

集
」
７
巻
２
号
（
86
～
114
頁
）、
横
浜
商
科
大
学
学
術
研
究
会
、
昭

和
49
年
４
月

角�

野
喜
六
（
文
）・
山
崎　
　
（
写
真
）　
「
世
界
の
旅　

漱
石
と
ロ
ン
ド

ン
」「
太
陽
」
12
巻
６
号
６
月
号
133
号
（
112
～
120
頁
）、
平
凡
社
、
昭

和
49
年
５
月



八

伊�

豆
利
彦　
「
夏
目
漱
石
の
明
治
三
十
九
年
」「
日
本
文
学
」
23
巻
５
号

特
集
明
治
三
十
九
年
・
漱
石
と
そ
の
周
辺
（
１
～
16
頁
）、
日
本
文

学
協
会
、
昭
和
49
年
５
月

小�

沢
勝
美　
「
草
平
と
漱
石
と
の
出
会
い
に
つ
い
て
」（
26
～
35
頁
）、

同
右

新�

見
満
雄　
「「
神
秘
半
獣
主
義
」
へ
の
過
程
」（
48
～
57
頁
）、
同
右

　
　
　

昭
和
50
（
一
九
七
五
）
年

江�

藤　

淳　
「
序
説
（
１
～
８
頁
）
／
三
『
漾
虚
集
』
の
問
題
─
文
学

と
視
覚
芸
術
と
の
相
関
関
係
を
中
心
と
し
て
（
68
～
84
頁
）」『
漱
石

と
ア
ー
サ
ー
王
伝
説
─
『
薤
露
行
』
の
比
較
文
学
的
研
究
─
』、
東

京
大
学
出
版
会
、
昭
和
50
年
９
月

　

�

→『
漱
石
と
ア
ー
サ
ー
王
伝
説
─『
薤
露
行
』の
比
較
文
学
的
研
究
─
』

（
23
～
30
頁
／
90
～
106
頁
）、
講
談
社
学
術
文
庫
973
、
講
談
社
、
平
成

３
年
６
月

熊�

坂
敦
子　
「
書
評　

野
谷
士
・
玉
木
意
志
太
牢
著
『
漱
石
の
シ
ェ
イ

ク
ス
ピ
ア
』」「
比
較
文
学
」
18
巻
（
89
～
91
頁
）、日
本
比
較
文
学
会
、

昭
和
50
年
10
月

　
　
　

昭
和
53
（
一
九
七
八
）
年

西�

本
鶏
介　
「
夏
目
漱
石　

３
な
や
み
な
が
ら
の
教
師
生
活　

下
宿
に

た
て
こ
も
り
た
り
」『
世
界
伝
記
全
集
第
18
巻
夏
目
漱
石
・
北
里
柴

三
郎
』（
112
～
116
頁
）、
西
本
鶏
介
・
斎
藤
晴
輝
著
、
講
談
社
、
昭
和

53
年
２
月

　
　
　

昭
和
54
（
一
九
七
九
）
年

蛭�

川
久
康　
「
歴
史
と
伝
統
を
映
し
て
（
２
）
─
ロ
ン
ド
ン
・
河
口
─

ロ
ン
ド
ン
塔
」『
写
真
集
イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
と
文
学
②
テ
ム
ズ
の
流

れ
に
沿
っ
て
』（
114
～
118
頁
）、
蛭
川
久
康
・
井
上
宗
和
著
、
大
修
館

書
店
、
昭
和
54
年
７
月

　
　
　

昭
和
55
（
一
九
八
〇
）
年

竹�

盛
天
雄
・
長
島
裕
子
編　
「
漱
石
書
誌
稿
」
竹
盛
天
雄
編
「
夏
目
漱

石
必
携
」
別
冊　

國
文
學
５
号
（
195
～
214
頁
）、
学
燈
社
、
昭
和
55

年
２
月

無�

署
名　
「
漱
石
著
書
の
初
版
本
装
幀
・
挿
画
一
覧
」『
夏
目
漱
石
遺
墨

集
別
冊
』（
29
～
39
頁
）、監
修
津
田
青
楓
・
夏
目
純
一
、著
者
石
㟢
等
・

中
島
国
彦
・
芳
賀
徹
・
紅
野
敏
郎
・
内
田
道
雄
・
古
川
久
、
求
龍
堂
、

昭
和
55
年
３
月

芳�

賀　

徹　
（
40
～
48
頁
）、
同
右

　

�

→
『
絵
画
の
領
分　

近
代
日
本
比
較
文
化
史
研
究
』（
491
～
518
頁
）、

朝
日
新
聞
社
、
昭
和
59
年
４
月

　

�

→
『
絵
画
の
領
分　

近
代
日
本
比
較
文
化
史
研
究
』（
491
～
518
頁
）、

朝
日
選
書
412
、
朝
日
新
聞
社
、
平
成
２
年
10
月

神�

山
睦
美　
「
第
三
部
作
品
論　

第
二
章
『
漾
虚
集
』」『
夏
目
漱
石
論
─

序
説
』（
167
～
186
頁
）、
国
文
社
、
昭
和
55
年
６
月

中�

川
浩
一　
「
漱
石
の
読
図
力
と
位
置
感
覚
」「
地
図
」
18
巻
２
号�

通
巻
70
号
（
14
～
19
頁
）、
日
本
国
際
地
図
学
会
、
昭
和
55
年
６
月

岡�　

三
郎　
「
夏
目
漱
石
の＇m

onoconscious�theory＇

（
純
一
意
識
理



九

論
）
の
比
較
思
想
的
解
明
」「
比
較
思
想
研
究
」
７
号
特
集
明
治
期

に
お
け
る
西
洋
思
想
の
受
容
と
反
応（
28
～
37
頁
）、比
較
思
想
学
会
、

昭
和
55
年
12
月

酒�

井
英
行　
「
内
田
百
閒
文
学
の
原
点
─
岡
山
中
学
校
時
代
の
作
品
検

討
」「
國
文
學
解
釈
と
教
材
の
研
究
」25
巻
15
号
12
月
号（
160
～
165
頁
）、

學
燈
社
、
昭
和
55
年
12
月

　

�

→
『
内
田
百
閒
〈
百
鬼
〉
の
愉
楽
』（
33
～
53
頁
［
33
～
44
頁
３
行
］）、

有
精
堂
出
版
、
平
成
５
年
９
月

　

�

→
『
内
田
百
閒
─
［
百
鬼
］
の
愉
楽
─
』（
33
～
53
頁
［
33
～
44
頁

３
行
］）、
沖
積
舎
、
平
成
15
年
６
月

　
　
　

昭
和
56
（
一
九
八
一
）
年

酒�

井
英
行　
「
内
田
百
閒
文
学
の
原
点
（
承
前
）
─
岡
山
中
学
校
時
代

の
作
品
検
討
」「
國
文
學
解
釈
と
教
材
の
研
究
」
26
巻
１
号
１
月
号

（
168
～
172
頁
）、
學
燈
社
、
昭
和
56
年
１
月

　

�

→『
内
田
百
閒〈
百
鬼
〉の
愉
楽
』（
33
～
53
頁［
44
頁
６
行
～
53
頁
］）、

有
精
堂
出
版
、
平
成
５
年
９
月

　

�

→
『
内
田
百
閒
─
［
百
鬼
］
の
愉
楽
─
』（
33
～
53
頁
［
44
頁
６
行
～

53
頁
］）、
沖
積
舎
、
平
成
15
年
６
月

大�

竹
雅
則　
「
漱
石
論（
一
）─『
猫
』と『
漾
虚
集
』の
関
係
に
つ
い
て
─
」

「
論
究
」
２
号
（
14
～
28
頁
）、
論
究
の
会
、
昭
和
56
年
８
月

　

�

→
『
夏
目
漱
石
論
攷
』（
26
～
49
頁
）、
桜
楓
社
、
昭
和
63
年
５
月

大�

河
内
昭
爾　
「
文
学
風
土
記
夏
目
漱
石
」
山
本
健
吉
編
『
カ
ラ
ー
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
明
治
の
古
典
９
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』（
174
～
177
頁
）、
学

習
研
究
社
、
昭
和
56
年
９
月

久�

保
忠
夫　
「
書
評　

松
村
昌
家『
明
治
文
学
と
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
』」

「
比
較
文
学
」
24
巻
（
171
～
174
頁
）、
日
本
比
較
文
学
会
、
昭
和
56
年

12
月

　
　
　

昭
和
57
（
一
九
八
二
）
年

関�

口
安
義　
「
漱
石
と
教
科
書
」
竹
盛
天
雄
編
「
夏
目
漱
石
必
携
Ⅱ
」

別
冊
國
文
學
14
号
（
210
～
221
頁
）、
学
燈
社
、
昭
和
57
年
５
月

武�

井
邦
夫　
「
第
一
部
ロ
ン
ド
ン
の
表
情
─
最
初
の
一
ヶ
月
─
ロ
ン
ド

ン
塔　

十
月
七
日
（
日
）」『
ロ
ン
ド
ン
遊
学
記
』（
26
～
32
頁
）、リ
ー

ジ
ョ
ナ
ル
・
ブ
ッ
ク
ス
、
古
今
書
院
、
昭
和
57
年
６
月

瀬�

戸
内
晴
美
（
寂
聴
）　
「
青
鞜
第
八
回　

七
章
」「
婦
人
公
論
」
67
巻

９
号
９
月
号　

800
号
（
464
～
474
頁
）、
中
央
公
論
社
、
昭
和
57
年
９

月

　

�

→
『
青
鞜　

上
』（
116
～
132
頁
）、
中
央
公
論
社
、
昭
和
59
年
10
月

　

�

→
『
青
鞜
』（
130
～
147
頁
）、
中
公
文
庫
、
中
央
公
論
社
、
昭
和
62
年

５
月

　

�

→
『
瀬
戸
内
寂
聴
伝
記
小
説
集
成
第
五
巻
青
鞜
・
伝
教
大
師
巡
礼
』

（
130
～
147
頁
）、
文
芸
春
秋
、
平
成
２
年
３
月

　
�

→
『
瀬
戸
内
寂
聴
全
集
第
十
三
巻
青
鞜
』（
113
～
128
頁
）、
新
潮
社
、

平
成
14
年
２
月

水�

谷
昭
夫　
「
カ
ー
ラ
イ
ル
博
物
館
署
名
考　

夏
目
漱
石
『
カ
ー
ラ
イ

ル
博
物
館
』
を
め
ぐ
っ
て
」「
人
文
論
究
」
32
巻
３
号
（
１
～
11
頁
）、

関
西
学
院
大
学
人
文
学
会
、
昭
和
57
年
12
月



一
〇

　
�

→
『
水
谷
昭
夫
著
作
集
第
二
巻
漱
石
の
原
風
景
』（
153
～
165
頁
）、
新

教
出
版
社
、
平
成
９
年
10
月

大�
竹
雅
則　
「
漱
石
論
（
三
）
─
英
国
留
学
の
意
味
す
る
も
の
─
」「
論

究
」
４
号
（
34
～
51
頁
）、
論
究
の
会
、
昭
和
57
年
12
月

　
　
　

昭
和
59
（
一
九
八
四
）
年

塚�

本
利
明　
「
ロ
ン
ド
ン
の
地
下
鉄
─
漱
石
の
ロ
ン
ド
ン
塔
訪
問
に
触

れ
つ
つ
─
」「
専
修
英
米
研
究
」
２
号
（
100
～
131
頁
）、
専
修
大
学
英

語
英
米
文
学
会
、
昭
和
59
年
３
月

　

�

→
『
漱
石
と
英
国
─
留
学
体
験
と
創
作
と
の
間
─
』（
101
～
151
頁
）

彩
流
社
、
昭
和
62
年
９
月

　

�

→
『
増
補
版　

漱
石
と
英
国
─
留
学
体
験
と
創
作
と
の
間
─
』

（
101
～
151
頁
）
彩
流
社
、
平
成
11
年
３
月

寺�

尾　

茂　
「
第
二
部
イ
ギ
リ
ス
→
フ
ラ
ン
ス
→
ベ
ル
ギ
ー
→
西
ド
イ

ツ
４
ロ
ン
ド
ン
の
点
（
ロ
ン
ド
ン
塔
の
ゆ
う
う
つ
）」『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

旅
行
記　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
出
か
け
る
人
の
た
め
に
』（
69
～
73
頁
）、

近
代
文
芸
社
、
昭
和
59
年
４
月

　
　
　

昭
和
60
（
一
九
八
五
）
年

阿�

部
正
路　
「
漱
石
の
漾
虚
─
漱
石
の
自
画
像
と
し
て
の
「
朱
達
摩
渡

江
図
」
─
」「
國
學
院
雜
誌
」
86
巻
３
号
通
巻
936
号
（
１
～
15
頁
）、

國
學
院
大
学
、
昭
和
60
年
３
月

　

�

→
『
漱
石
邸
幻
想
』（
22
～
38
頁
）、
創
樹
社
、
昭
和
60
年
12
月

熊�

坂
敦
子　
「
ロ
ン
ド
ン
」「
國
文
學
解
釈
と
教
材
の
研
究
」
30
巻
14
号

11
月
臨
時
増
刊
号　

文
学
紀
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
─
飛
鳥
か
ら
東
京
そ

し
て
パ
リ
─
（
194
～
195
頁
）、
学
燈
社
、
昭
和
60
年
11
月

　
　
　

昭
和
61
（
一
九
八
六
）
年

久�

山　

康　
「
イ
ギ
リ
ス
に
て
（
16
～
77
頁
）［
ロ
ン
ド
ン
の
街
角
で

（
20
～
36
頁
）］」『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
心
の
旅
』、
発
行
国
際
日
本
研
究
所
、

発
売
創
文
社
、
昭
和
61
年
３
月

石�

原
千
秋　
「
書
評
・
展
望　

越
智
治
雄
『
漱
石
と
文
明　

文
学
論
集

２
』」「
日
本
文
学
」
35
巻
５
号
（
79
～
81
頁
）、
日
本
文
学
協
会
、

昭
和
61
年
５
月

水�

川
隆
夫　
「
第
二
章
「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」
の
時
代　
「
漾
虚
集
」」�

『
漱
石
と
落
語
─
江
戸
庶
民
芸
能
の
影
響
─
』（
137
～
146
頁
）、彩
流
社
、

昭
和
61
年
５
月

　

�

→
『
増
補
漱
石
と
落
語
』
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
342
（
168
～
180
頁
）、

平
凡
社
、
平
成
12
年
５
月

　
　
　

昭
和
62
（
一
九
八
七
）
年

網�

野
義
紘　
「
漾
虚
集　

夏
目
漱
石
著
」『
日
本
文
芸
鑑
賞
事
典
─
近
代

名
作
1017
選
へ
の
招
待
─
第
３
巻
（
明
治
37
～
42
年
）』（
121
～
136
頁
）、

ぎ
ょ
う
せ
い
、
昭
和
62
年
４
月

稲�

垣
瑞
穂　
「
ロ
ン
ド
ン
市
内
見
学
（
34
頁
）
／
タ
ワ
ー
・
ブ
リ
ッ
ジ

（
34
～
36
頁
）
／
ロ
ン
ド
ン
塔
（
37
～
44
頁
）」『
漱
石
と
イ
ギ
リ
ス

の
旅
』、
吾
妻
書
房
、
昭
和
62
年
５
月

　

�

→
『
夏
目
漱
石
と
倫
敦
留
学
』
改
訂
新
版
（
22
～
32
頁
）、吾
妻
書
房
、

平
成
２
年
11
月

　

�

→
『
夏
目
漱
石
ロ
ン
ド
ン
紀
行
』（
25
～
33
頁
）、
清
文
堂
出
版
、
平



一
一

成
16
年
10
月

熊�
坂
敦
子　
「
第
三
部
英
国
留
学
」『
夏
目
漱
石
展
』
日
本
近
代
文
学
館

創
立
二
十
五
周
年
記
念
（
37
～
44
頁
）、
日
本
近
代
文
学
館
、
昭
和

62
年
５
月

石�

㟢　

等　
「
第
四
部
作
家
漱
石
の
誕
生
─「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」「
坊
っ

ち
ゃ
ん
」
な
ど
─
」（
45
～
62
頁
）、
同
右

　
　
　

昭
和
63
（
一
九
八
八
）
年

伊�

豆
利
彦　
「
漱
石
の
精
神　

一
体
二
様
の
見
解
」「
横
浜
市
立
大
学
論

叢　

人
文
科
学
系
列
」
39
巻
２
・
３
号
（
291
～
313
頁
）、
横
浜
市
立
大

学
学
術
研
究
会
、
昭
和
63
年
３
月

　

�

→
『
漱
石
と
天
皇
制
』（
30
～
54
頁
）、
有
精
堂
出
版
、
平
成
元
年
９

月

　
　
　

平
成
２
（
一
九
九
〇
）
年

上�

田
正
行　
「
漱
石
と
「
数
」
─
「
カ
ー
ラ
イ
ル
博
物
館
」
を
中
心
に
─
」

「
国
文
学
言
語
と
文
芸
」
105
号
復
刊
30
号
（
65
～
79
頁
）、
大
塚
国
語

国
文
学
会
編
、
桜
楓
社
、
平
成
２
年
１
月

　

�

→
『
鷗
外
・
漱
石
・
鏡
花
─
実
証
の
糸
』（
288
～
303
頁
）、
翰
林
書
房
、

平
成
18
年
６
月

野�

中　

涼　
「
書
評　

塚
本
利
明
『
漱
石
と
英
国
─
留
学
体
験
と
創
作

と
の
間
』」「
比
較
文
学
」
32
巻
（
149
～
152
頁
）、
日
本
比
較
文
学
会
、

平
成
２
年
３
月

　
　
　

平
成
３
（
一
九
九
一
）
年

川�

村　

湊　
「
解
説
─
「
救
済
者
」
と
し
て
の
舞
姫
」『
舞
姫
』
森
鷗
外

著
、
集
英
社
文
庫
（
237
～
256
頁
）、
集
英
社
、
平
成
３
年
３
月

　

�

→
『
川
村
湊
自
撰
集
２
巻
近
代
文
学
編
』（
169
～
184
頁
）、
作
品
社
、

平
成
27
年
４
月

橋�

本
暢
夫　
「
中
等
国
語
教
材
史
か
ら
み
た
夏
目
漱
石
」「
国
語
科
教
育
」

38
集
（
91
～
98
頁
）、
編
集
・
発
行
全
国
大
学
国
語
教
育
学
会
、
発

行
所
学
芸
図
書
、
平
成
３
年
３
月

八�

木
福
次
郎　
「
夏
目
漱
石
」『
古
本
便
利
帖
』（
164
～
167
頁
）、
東
京
堂

出
版
、
平
成
３
年
７
月

尹�　

相
仁　
「
浪
漫
的
魂
の
行
方
『
薤
露
行
』
か
ら
『
草
枕
』
へ
」「
へ

る
め
す
」
34
号
（
44
～
57
頁
）、
岩
波
書
店
、
平
成
３
年
11
月

　

�

→
『
世
紀
末
と
漱
石
』（
261
～
299
頁
）、
岩
波
書
店
、
平
成
６
年
２
月

　

�

→
『
世
紀
末
と
漱
石
』
岩
波
人
文
書
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
261
～
299
頁
）、

岩
波
書
店
、
平
成
22
年
12
月

　
　
　

平
成
４
（
一
九
九
二
）
年

中�

川
浩
一
（
文
）・
小
尾
淳
介
（
撮
影
）　
「
絵
ハ
ガ
キ
紀
行
。
横
浜
か

ら
イ
ギ
リ
ス
へ
、
漱
石
の
船
旅
」「
翼
の
王
国
」
３
月
号
通
巻
273
号

（
30
～
37
頁
）、
全
日
本
空
輸
、
平
成
４
年
３
月

今�

井　

宏　
「
第
１
部
イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
と
地
理
第
１
章
歴
史
［
コ
ラ

ム
］
ロ
ン
ド
ン
塔
残
酷
物
語
」『
読
ん
で
旅
す
る
世
界
の
歴
史
と
文

化
イ
ギ
リ
ス
』（
18
頁
）、
監
修
小
池
滋
、
新
潮
社
、
平
成
４
年
５
月

小�

池　

滋　
「
第
２
章
地
理
Ⅱ
地
方
・
都
市
ガ
イ
ド　

ロ
ン
ド
ン
と
そ

の
近
郊
」（
48
～
58
頁
）、
同
右

田�

村
道
美　
「
漱
石
と
皆
川
正
禧
─T

he�Shaving�of�Shagpat

の
翻



一
二

訳
出
版
ま
で
─
」「
英
学
史
研
究
」
25
号
（
１
～
13
頁
）、
日
本
英
学

史
学
会
、
平
成
４
年
10
月

森�
本
義
裕　
「
カ
ン
ト
に
お
け
る
経
験
の
可
能
性
」「
倫
理
学
」
10
号

（
25
～
41
頁
）、
筑
波
大
学
倫
理
学
原
論
研
究
会
、
平
成
４
年
11
月

　
　
　

平
成
５
（
一
九
九
三
）
年

〈
幹
〉　
「
窓
・
論
説
委
員
室
か
ら　

漱
石
記
念
館
」「
朝
日
新
聞
」
夕
刊

三
八
四
一
三
号
（
２
面
）、
朝
日
新
聞
東
京
本
社
、
平
成
５
年
１
月

７
日
（
木
曜
）

　

�

→
『
朝
日
新
聞
縮
刷
版
』
平
成
５
年
１
月
号
通
巻
859
号
（
286
頁
）、

朝
日
新
聞
社
、
平
成
５
年
２
月

塚�

本
利
明　
「
書
評　

平
川
祐
弘
・
鶴
田
欣
也
編
『
漱
石
の
「
こ
ゝ
ろ
」
─

ど
う
読
む
か
、
ど
う
読
ま
れ
て
き
た
か
』（
新
曜
社
、
一
九
九
二
年
）」

「
比
較
文
学
」
36
巻
（
149
～
152
頁
）、
日
本
比
較
文
学
会
、
平
成
５
年

３
月

富�

士
川
義
之　
「「
倫
敦
幽
霊
紳
士
録
」
Ｊ
・
Ａ
・
ブ
ル
ッ
ク
ス
著　

ど

こ
で
も
出
没　

幽
霊
の
楽
し
さ
」「
読
売
新
聞
」
朝
刊
四
二
〇
九
五

号
（
読
書
８
面
）、
読
売
新
聞
社
、
平
成
５
年
７
月
26
日
（
月
曜
）

　

�

→
『
読
売
新
聞
縮
刷
版
』
36
巻
７
号
７
月
号
通
巻
419
号
（
1206
頁
）、

読
売
新
聞
社
、
平
成
５
年
８
月

無�

署
名　
「
新
書
文
庫　

ロ
ン
ド
ン
塔　

出
口
保
夫
著
」「
日
本
経
済

新
聞
」
朝
刊
三
八
七
一
五
号
（
読
書
23
面
）、
日
本
経
済
新
聞
社
、

平
成
５
年
８
月
15
日
（
日
曜
）

　

�

→
『
日
本
経
済
新
聞
縮
刷
版
』
45
巻
８
号
８
月
号
（
647
頁
）、
日
本

経
済
新
聞
社
、
平
成
５
年
９
月

樋�

口
陽
子　
「
初
め
て
の
英
国　

発
見
と
確
認
の
旅
（
1983
年
夏
）」「
学

習
院
女
子
部
論
叢
」
７
号
（
９
～
81
頁
）、学
習
院
女
子
中
・
高
等
科
、

平
成
５
年
11
月

　
　
　

平
成
６
（
一
九
九
四
）
年

尹�　

相
仁　
「
第
三
章
世
紀
末
芸
術
と
美
的
体
験
」（
117
～
171
頁
）
／

「
第
四
章
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
的
想
像
力
─
ヒ
ロ
イ
ン
の
図
像
学
─
」

（
173
～
218
頁
）『
世
紀
末
と
漱
石
』、
岩
波
書
店
、
平
成
６
年
２
月

　

�

→
『
世
紀
末
と
漱
石
』
岩
波
人
文
書
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
117
～
171
頁
）
／

（
173
～
218
頁
）、
岩
波
書
店
、
平
成
22
年
12
月

金�

井
公
平
・
三
浦
清
宏　
「
英
米
文
学
と
日
本
文
学
の
怪
奇
小
説
の
比

較
─
世
紀
末
都
会
幻
想
─
」「
明
治
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
」

35
号
（
87
～
109
頁
）、
明
治
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
平
成
６
年
３

月

　
　
　

平
成
７
（
一
九
九
五
）
年

松�

井
菜
穂
子　
「『
漾
虚
集
』
─
「
趣
味
の
遺
伝
」
を
中
心
と
し
て
─
」

「
国
語
年
誌
」
13
号
（
28
～
36
頁
）、
神
戸
大
学
国
語
教
育
学
会
、
平

成
７
年
２
月

無�

署
名　
「
文
庫　

漱
石
の
ロ
ン
ド
ン
風
景　

出
口
保
夫
、
ア
ン
ド

リ
ュ
ー
・
ワ
ッ
ト
編
著
」「
日
本
経
済
新
聞
」
朝
刊
三
九
三
七
八
号
（
読

書
14
面
）、
日
本
経
済
新
聞
社
、
平
成
７
年
７
月
２
日
（
日
曜
）

　

�

→
『
日
本
経
済
新
聞
縮
刷
版
』
47
巻
７
号
７
月
号
（
66
頁
）、
日
本

経
済
新
聞
社
、
平
成
７
年
８
月



一
三

西�

野
博
道
（
文
）・
香
川
元
太
郎
（
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
）　
「「T

H
E�

T
O
W
ER�O

F�LO
N
D
O
N
�

英
国
王
朝
と
ロ
ン
ド
ン
塔
タ
ワ
ー
・
グ

リ
ー
ン
の
露
と
消
え
た
女
王
」「
歴
史
群
像
」
４
巻
５
号
10
月
号
21

号
（
67
～
70
頁
）、
学
習
研
究
社
、
平
成
７
年
10
月

川�

村　

湊　
「
漱
石
と
帝
国
主
義
「
帝
国
」
の
漱
石
」「
漱
石
研
究
」
５

号
（
28
～
38
頁
）
特
集
漱
石
と
明
治　

小
森
陽
一
・
石
原
千
秋
編
、

翰
林
書
房
、
平
成
７
年
11
月

　

�

→
『
川
村
湊
自
撰
集
２
巻
近
代
文
学
編
』（
155
～
168
頁
）、
作
品
社
、

平
成
27
年
４
月

松�

村
昌
家　
「
ロ
ン
ド
ン　

ミ
ス
テ
リ
ー
・
ツ
ア
ー
都
市
回
廊
世
紀
末

の
魔
都
に
潜
む
幻
想
空
間　

ロ
ン
ド
ン
・
グ
レ
ー
ト
・
ミ
ス
テ
リ
ー

１
ロ
ン
ド
ン
塔
─
大
い
な
る
謎
に
包
ま
れ
た
大
城
郭
の
秘
密
」「GEO

ジ
オ
」
２
巻
12
号
24
号
（
38
～
39
頁
）、
田
中
伊
織
編
集
、D

D
P

デ

ジ
タ
ル
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
、
平
成
７
年
12
月

　
　
　

平
成
８
（
一
九
九
六
）
年

西�

川
盛
雄　
「
漱
石
の
英
詩
に
お
け
る
ポ
イ
エ
テ
ィ
ッ
ク
ス
」「
熊
本
大

学
教
育
学
部
紀
要
人
文
科
学
」
45
号
（
135
～
160
頁
）、
熊
本
大
学
教

育
学
部
、
平
成
８
年
12
月

　
　
　

平
成
９
（
一
九
九
七
）
年

倉�

田
保
雄
（
文
）・
ピ
エ
ー
ル
＝
ル
タ
ン
（
絵
）　
「
ロ
ン
ド
ン
の
地
下

鉄
と
御
殿
場
の
ウ
サ
ギ
。」「
翼
の
王
国　

W
IN
GSPA

N

」
７
月
号

通
巻
337
号
（
80
～
81
頁
）、
全
日
本
空
輸
、
平
成
９
年
７
月

清�

水
康
次　
「
単
行
本
書
誌
（
457
～
591
頁
）［
一
単
著
２
漾
虚
集
（
初
刊

本
）（
469
～
471
頁
）
／
27
倫
敦
塔
（
現
代
名
作
集
第
七
編
）（
506
～
507

頁
）
／
32
倫
敦
塔
幻
影
の
盾
薤
露
行
（
縮
刷
本
）（
512
～
514
頁
）
／

51
漾
虚
集
（
縮
刷
本
）（
539
～
540
頁
）
／
56
倫
敦
塔
外
二
篇
（
縮
刷
本
）

（
545
～
547
頁
）
／
60
夏
目
漱
石
集
（
現
代
日
本
文
学
全
集
第
一
九
篇
）

（
550
～
551
頁
）
／
61
明
治
大
正
文
学
全
集
第
二
七
巻
（
夏
目
漱
石
篇
）

（
551
～
552
頁
）
／
三
合
著
集
・
抄
文
集
75
明
治
大
家
文
集
（
571
頁
）
／

76
明
治
百
家
文
選
（
572
頁
）
／
77
詳
註
細
評
現
代
名
家
文
選
（
572
～

573
頁
）
／
79
作
文
講
話
及
文
範
（
574
～
575
頁
）
／
80
作
法
文
範
文
章

大
観
（
575
頁
）
／
81
現
代
名
家
一
人
一
景
（
575
～
576
頁
）
／
82
明
治

文
学
選
（
576
頁
）
／
84
作
法
作
例
叙
景
文
（
新
式
作
文
大
成
第
七
編
）

（
577
～
578
頁
）
／
四
そ
の
他　

主
要
作
品
の
単
行
本
収
録
状
況
表
（
明

治
・
大
正
期
）（
587
～
591
頁
）］」『
漱
石
全
集
第
二
十
七
巻
別
冊
下
』

岩
波
書
店
、
平
成
９
年
12
月

　

�

→
『
定
本
漱
石
全
集
第
二
十
七
巻
別
冊
下
』（
439
～
576
頁
）、
岩
波
書

店
、
令
和
２
年
１
月

坂�

上
博
一　
「
阿
部
次
郎
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
美
術
紀
行
」「
明
治
大
学
人
文

科
学
研
究
所
紀
要
」
42
冊
（
281
～
295
頁
）、
明
治
大
学
人
文
科
学
研

究
所
、
平
成
９
年
12
月

　
　
　

平
成
10
（
一
九
九
八
）
年

中�
江　

彬　
「
漱
石
の
『
草
枕
』
に
お
け
る
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
─
超
人

的
芸
術
論
の
歴
史
─
」「
人
文
学
論
集
」
16
集
（
17
～
38
頁
）、
大
阪

府
立
大
学
人
文
学
会
、
大
阪
府
立
大
学
総
合
科
学
部
人
文
学
会
、
平

成
10
年
１
月



一
四

中�

江　

彬　
「
漱
石
の
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
と
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
」「
大

阪
府
立
大
学
紀
要
人
文
・
社
会
科
学
」
46
巻
（
１
～
13
頁
）、
大
阪

府
立
大
学
、
平
成
10
年
３
月

梅�

原　

猛　
「
思
う
ま
ま
に　

漱
石
に
つ
い
て
（
７
）
歴
史
の
敗
者
へ

の
深
い
共
感
」「
東
京
新
聞
」
夕
刊
一
九
九
七
九
号
（
文
化
９
面
）、

中
日
新
聞
東
京
本
社
、
平
成
10
年
４
月
13
日
（
月
曜
）

　

�「
中
日
新
聞
」
夕
刊
二
〇
〇
一
二
号
（
文
化
６
面
）、
中
日
新
聞
社
、

平
成
10
年
４
月
13
日
（
月
曜
）

　

�

→
『
中
日
新
聞
縮
刷
版
』
平
成
10
年
４
月
号
27
巻
４
号
（
556
頁
）、

中
日
新
聞
社
、
平
成
10
年
５
月

　

�

→
『
亀
と
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
─
思
う
ま
ま
に
』（
168
～
192
頁
）、文
藝
春
秋
、

平
成
11
年
10
月

梅�

原　

猛　
「
思
う
ま
ま
に　

漱
石
に
つ
い
て
（
８
）
軽
快
な
笑
い
消

え
た
後
期
作
品
」「
東
京
新
聞
」
夕
刊
一
九
九
八
六
号
（
文
化
７
面
）、

中
日
新
聞
東
京
本
社
、
平
成
10
年
４
月
20
日
（
月
曜
）

　

�「
中
日
新
聞
」
夕
刊
二
〇
〇
一
九
号
（
文
化
６
面
）、
中
日
新
聞
社
、

平
成
10
年
４
月
20
日
（
月
曜
）

　

�

→
『
中
日
新
聞
縮
刷
版
』
平
成
10
年
４
月
号
27
巻
４
号
（
876
頁
）、

中
日
新
聞
社
、
平
成
10
年
５
月

　

�

→
『
亀
と
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
─
思
う
ま
ま
に
』（
168
～
192
頁
）、文
藝
春
秋
、

平
成
11
年
10
月

梅�

原　

猛　
「
思
う
ま
ま
に　

漱
石
に
つ
い
て
（
９
）
自
然
主
義
文
学

か
ら
の
影
響
」「
東
京
新
聞
」
夕
刊
一
九
九
九
三
号
（
文
化
７
面
）、

中
日
新
聞
東
京
本
社
、
平
成
10
年
４
月
27
日
（
月
曜
）

　

�「
中
日
新
聞
」
夕
刊
二
〇
〇
二
六
号
（
文
化
６
面
）、
中
日
新
聞
社
、

平
成
10
年
４
月
27
日
（
月
曜
）

　

�

→
『
中
日
新
聞
縮
刷
版
』
平
成
10
年
４
月
号
27
巻
４
号
（
1188
頁
）、

中
日
新
聞
社
、
平
成
10
年
５
月

　

�

→
『
亀
と
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
─
思
う
ま
ま
に
』（
168
～
192
頁
）、文
藝
春
秋
、

平
成
11
年
10
月

後�

藤
秋
正　
「
現
代
言
葉
遣
い
小
考
（
三
）
─
国
語
を
教
え
る
者
の
自

戒
の
た
め
に
─
」「
札
幌
国
語
研
究
」
３
号
（
29
～
44
頁
）、
北
海
道

教
育
大
学
札
幌
校
国
語
国
文
学
科
、
平
成
10
年
５
月

藤�

尾
健
剛　
「
書
評　

硲
香
文
著
『
夏
目
漱
石
初
期
作
品
攷　

奔
流
の

水
脈
』」「
日
本
文
学
」
47
巻
12
号
（
52
～
53
頁
）、
日
本
文
学
協
会
、

平
成
10
年
12
月

　
　
　

平
成
11
（
一
九
九
九
）
年

久�

世
光
彦　
「
読
書　

書
棚
か
ら　

記
憶
に
残
る
本　

気
に
な
る

本　

飽
か
ず〈
は
ざ
ま
〉書
く
」「
朝
日
新
聞
」朝
刊
四
〇
五
四
二
号（
く

ら
し
13
面
）、
朝
日
新
聞
社
、
平
成
11
年
１
月
17
日
（
日
曜
）

　
�

→
『
朝
日
新
聞
縮
刷
版
』
平
成
11
年
１
月
号
通
巻
931
号
（
755
頁
）、

朝
日
新
聞
東
京
本
社
、
平
成
11
年
２
月

石�
原
孝
哉
・
市
川　

仁
・
内
田
武
彦　
「
第
二
章
ロ
ン
ド
ン
塔
と
タ
ワ
ー
・

ヒ
ル
の
怪　

五
火
薬
陰
謀
事
件
の
首
謀
者
ガ
イ
・
フ
ォ
ー
ク
ス
─
ブ

ラ
ッ
デ
ィ
・
タ
ワ
ー
─
」『
ミ
ス
テ
リ
ー
の
都
ロ
ン
ド
ン　

ゴ
ー
ス
ト
・

ツ
ア
ー
へ
の
誘
い
』
丸
善
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
307
（
47
～
49
頁
）、
丸
善
、



一
五

平
成
11
年
11
月

　
　
　

平
成
12
（
二
〇
〇
〇
）
年

矢�

島
裕
紀
彦
（
文
）・
高
橋
昌
嗣
（
写
真
）　
「
グ
ラ
ビ
ア　

文
士
の
逸

品
ス
ペ
シ
ャ
ル　

百
年
前
の
留
学
生　

夏
目
漱
石
」「
文
藝
春
秋
」

78
巻
11
号
９
月
号
（
７
～
13
頁
）、
文
藝
春
秋
、
平
成
12
年
９
月

　

�

→
『
文
士
の
逸
品
』（
11
～
19
頁
）、
発
行
文
春
ネ
ス
コ
、
発
売
文
藝

春
秋
、
平
成
13
年
９
月

井�

上
雅
彦　
「
解
題
─
も
う
ひ
と
つ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
─
」
井
上
雅
彦

編
『
塔
の
物
語　

異
形
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
タ
ロ
ッ
ト
・
ボ
ッ
ク
ス
Ⅰ
』

（
291
～
305
頁
）、
角
川
ホ
ラ
ー
文
庫
Ｈ
32
─
６
、
角
川
書
店
、
平
成
12

年
９
月

　
　
　

平
成
13
（
二
〇
〇
一
）
年

斉�

藤
恵
子　
「
書
評　

塚
本
利
明
著
『
漱
石
と
英
文
学
『
漾
虚
集
』
の

比
較
文
学
的
研
究
』」「
比
較
文
学
」
43
巻
（
123
～
127
頁
）、
日
本
比

較
文
学
会
、
平
成
13
年
３
月

　

�

→
『
漱
石
論
集
こ
ゝ
ろ
の
ゆ
く
え
』（
362
～
368
頁
）、
春
風
社
、
令
和

３
年
11
月

加�

藤
弘
和　
「「
火
薬
陰
謀
事
件
」
ま
た
は
「
ガ
イ
・
フ
ォ
ー
ク
ス
・
デ
イ
」

を
め
ぐ
っ
て
」「
東
北
公
益
文
科
大
学
総
合
研
究
論
集
」Forum

21

創
刊
号
2001
（
143
～
154
頁
）、
東
北
公
益
文
科
大
学
、
平
成
13
年
４
月

湯�

浅
信
之　
「
漱
石
に
お
け
る
東
西
の
葛
藤
─
留
学
か
ら
『
草
枕
』
ま

で
を
中
心
に
─
」佐
藤
泰
正
編『
漱
石
を
読
む　

笠
間
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

梅
光
女
学
院
大
学
公
開
講
座
論
集
』
第
48
集
（
11
～
33
頁
）、
笠
間

書
院
、
平
成
13
年
４
月

　
　
　

平
成
14
（
二
〇
〇
二
）
年

梅�

原　

猛　
「
思
う
ま
ま
に
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
を
読
も
う　

愚
直
の
徳

を
取
り
戻
せ
」「
東
京
新
聞
」
夕
刊
二
一
五
〇
四
号
（
文
化
７
面
）、

中
日
新
聞
東
京
本
社
、
平
成
14
年
８
月
５
日
（
月
曜
）

　
　
　

平
成
15
（
二
〇
〇
三
）
年

石�

井
和
夫　
「
漱
石
と
カ
ー
ラ
イ
ル
」「
香
椎
潟
」
49
号
（
205
～
212
頁
）、

福
岡
女
子
大
学
国
文
学
会
、
平
成
15
年
６
月

　

�

→『
国
文
学
年
次
別
論
文
集
近
代
２
平
成
15（
2003
）年
』（
17
～
21
頁
）、

学
術
文
献
刊
行
会
編
、
朋
文
出
版
、
平
成
18
年
２
月

清�

水　

徹　
「
物
と
眼　

明
治
文
学
論
集　

ジ
ャ
ン
＝
ジ
ャ
ッ
ク
・
オ

リ
ガ
ス
著
」「
毎
日
新
聞
」
朝
刊
四
五
八
八
五
号
（
読
書
11
面
）、
毎

日
新
聞
社
、
平
成
15
年
10
月
26
日
（
日
曜
）

　

�

→
『
毎
日
新
聞
縮
刷
版
』
平
成
15
年
10
月
号
54
巻
10
号
通
巻
646
号

（
1011
頁
）、
毎
日
新
聞
東
京
本
社
、
平
成
15
年
11
月

　
　
　

平
成
16
（
二
〇
〇
四
）
年

斉�

藤
恵
子　
「
書
評　

塚
本
利
明
著
『
漱
石
と
英
文
学
『
漾
虚
集
』
の

比
較
文
学
的
研
究
』（
改
訂
増
補
版
）（
彩
流
社
、二
〇
〇
三
年
）」「
比

較
文
学
」
46
巻
（
126
～
127
頁
）、
日
本
比
較
文
学
会
、
平
成
16
年
３

月

　

�

→
『
漱
石
論
集
こ
ゝ
ろ
の
ゆ
く
え
』（
368
～
370
頁
）、
春
風
社
、
令
和

３
年
11
月

加�

藤
二
郎　
「
漱
石
の
血
と
牢
獄
」「
文
学
」
５
巻
３
号
５
、６
月
号



一
六

（
148
～
164
頁
）、
岩
波
書
店
、
平
成
16
年
５
月

　
�

→
『
漱
石
と
漢
詩
─
近
代
へ
の
視
線
─
』（
299
～
323
頁
）、翰
林
書
房
、

平
成
16
年
11
月

安�

宗
伸
郎　
「
１
漱
石
文
学
の
考
究
」『
漱
石
文
学
の
研
究
』（
113
～
119

頁
）、
溪
水
社
、
平
成
16
年
６
月

　
　
　

平
成
17
（
二
〇
〇
五
）
年

柏�

木
隆
雄　
「
書
評　

ジ
ャ
ン=

ジ
ャ
ッ
ク
・
オ
リ
ガ
ス
著
『
物
と

眼　

明
治
文
学
論
集
』」「
比
較
文
学
」
47
巻
（
144
～
147
頁
）、
日
本

比
較
文
学
会
、
平
成
17
年
３
月

山�

折
哲
雄　
「
半
歩
遅
れ
の
読
書
術　

漱
石
の
狂
気　

ロ
ン
ド
ン
体
験
、

執
拗
に
追
う
」「
日
本
経
済
新
聞
」朝
刊
四
二
九
五
三
号（
読
書
23
面
）、

日
本
経
済
新
聞
社
、
平
成
17
年
８
月
７
日
（
日
曜
）

　

�

→
『
日
本
経
済
新
聞
縮
刷
版
』
57
巻
８
号
８
月
号
（
399
頁
）、
日
本

経
済
新
聞
社
、
平
成
17
年
９
月

橋�

口
晋
作　
「
夏
目
漱
石
「
幻
影
の
盾
」
と
幸
田
露
伴
、
尾
崎
紅
葉
等

の
文
壇
出
世
作
─「
幻
影
の
盾
」の
材
源
と
漱
石
の
創
作
手
法
─
」「
近

代
文
学
論
集
」
31
号
（
１
～
10
頁
）、
日
本
近
代
文
学
会
九
州
支
部
、

平
成
17
年
11
月

　
　
　

平
成
18
（
二
〇
〇
六
）
年

塚�

本
利
明　
「『
文
学
論
』
本
文
の
検
討
（
２
）
─
「Lives�of�Saints

」

を
中
心
に
─
」「
専
修
人
文
論
集
」
78
号
（
25
～
50
頁
）、
専
修
大
学

学
会
、
平
成
18
年
３
月

　

�

→
『
漱
石
と
英
文
学
Ⅱ
─
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
お
よ
び
『
文
学
論
』

を
中
心
に
』（
401
～
519
頁
）、
彩
流
社
、
令
和
元
年
８
月

　
　
　

平
成
19
（
二
〇
〇
七
）
年

梅�

原　

猛　
「
思
う
ま
ま
に　

周
五
郎
ら
が
読
ま
れ
る
ワ
ケ　

文
学
と

道
徳
」「
東
京
新
聞
」
夕
刊
二
三
一
三
七
号
（
文
化
８
面
）、
中
日
新

聞
東
京
本
社
、
平
成
19
年
３
月
12
日
（
月
曜
）

　

�「
中
日
新
聞
」
夕
刊
二
三
一
七
〇
号
（
文
化
11
面
）、
中
日
新
聞
社
、

平
成
19
年
３
月
12
日
（
月
曜
）

　

�

→
『
中
日
新
聞
縮
刷
版
』
平
成
19
年
３
月
号
36
巻
３
号
（
567
頁
）、

中
日
新
聞
社
、
平
成
19
年
４
月

　

�

→
『
神
と
怨
霊　

思
う
ま
ま
に
』（
267
～
269
）、
文
芸
春
秋
、
平
成
20

年
3
月

神�

田
祥
子　
「「
カ
ー
ラ
イ
ル
博
物
館
」
論
─
明
治
期
の
カ
ー
ラ
イ
ル
受

容
を
視
座
と
し
て
─
」
松
村
昌
家
編
『
夏
目
漱
石
に
お
け
る
東
と
西
』

大
手
前
大
学
比
較
文
化
研
究
叢
書
４
（
153
～
175
頁
）、
思
文
閣
出
版
、

平
成
19
年
３
月

　

�

→
『
漱
石
「
文
学
」
の
黎
明
』（
51
～
75
頁
）、
青
簡
舎
、
平
成
27
年

１
月

森�

下
恭
光　
「
教
師
夏
目
金
之
助
の
研
究
（
十
一
）
─
鈴
木
三
重
吉
と

の
師
弟
関
係
─
」「
明
星
大
学
教
育
学
研
究
紀
要
」22
号（
１
～
10
頁
）、

明
星
大
学
教
育
学
研
究
室
、
平
成
19
年
３
月

松�

村
昌
家　
「『
倫
敦
塔
』
に
お
け
る
歴
史
と
絵
画
の
融
合
─
漱
石
と

ポ
ー
ル
・
ド
ラ
ロ
ー
シ
ュ
─
」「
大
手
前
大
学
人
文
科
学
部
論
集
」

７
号
（
大
手
前
女
子
大
学
論
集
40
号
）（
85
～
106
頁
）、大
手
前
大
学
、



一
七

平
成
19
年
３
月

　

�
→
『
国
文
学
年
次
別
論
文
集
近
代
２
平
成
19
年
』（
55
～
66
頁
）、
学

術
文
献
刊
行
会
編
、
朋
文
出
版
、
平
成
22
年
１
月

染�

宮
千
鶴
子　
「
倫
敦
塔
ま
で
」『
歌
集
倫
敦
塔
ま
で
』（
158
～
161
頁
）、

六
花
書
林
、
開
発
社
発
売
、
平
成
19
年
５
月

無�

署
名　
「
朝
日
歌
壇
俳
壇　

風
信
」「
朝
日
新
聞
」
朝
刊
四
三
五
〇
七

号
（
12
面
）、
朝
日
新
聞
東
京
本
社
、
平
成
19
年
５
月
28
日
（
月
曜
）

　

�

→
『
朝
日
新
聞
縮
刷
版
』
平
成
19
年
５
月
号
通
巻
1031
号
（
1376
頁
）、

朝
日
新
聞
社
、
平
成
19
年
６
月

羽�

澄
勢
津
子　
「
ロ
ン
ド
ン
塔
と
漱
石
」「
き
ぼ
っ
こ
」
32
号
（
46
～
47

頁
）、
き
ぼ
っ
こ
の
会
編
、
発
行
木
村
桂
子
、
平
成
19
年
12
月

　
　
　

平
成
20
（
二
〇
〇
八
）
年

秋�

山　

豊　
「
第
二
章
『
漾
虚
集
』
の
こ
と
／
第
三
章
烈
士
喜
剣
の
碑
」

『
漱
石
の
森
を
歩
く
』（
59
～
160
頁
）、
ト
ラ
ン
ス
ビ
ュ
ー
、
平
成
20

年
３
月

原�　

英
一　
「
小
説
家
漱
石
、
そ
の
語
り
の
原
点
─
ホ
ガ
ー
ス
、
ド
ラ

ロ
ー
シ
ュ
、
ミ
レ
イ
─
」「
英
語
青
年
」
154
巻
６
号
９
月
号
1915
号

（
11
～
14
頁
）
特
集
漱
石
の
英
国
十
八
世
紀
、
研
究
社
、
平
成
20
年

９
月

　
　
　

平
成
21
（
二
〇
〇
九
）
年

和�

田
博
文　
「
テ
ー
マ
で
読
み
解
く
現
代　

都
市
体
験
（
上
）
貧
困
、

挫
折
を
耐
え
て　

牧
野
義
雄
著
『
霧
の
ロ
ン
ド
ン
』
ほ
か
」「
東
京

新
聞
」
朝
刊
二
三
九
四
一
号
（
読
書
18
面
）、
中
日
新
聞
東
京
本
社
、

平
成
21
年
６
月
14
日
（
日
曜
）

近�

藤　

哲　
「
第
三
章
漱
石
と
正
禧
の
交
流
を
巡
っ
て　

東
京
時
代（
明

治
三
十
三
年
～
四
十
一
年
）
５
漱
石
作
家
デ
ビ
ュ
ー
と
正
禧
」『
夏

目
漱
石
と
門
下
生
・
皆
川
正
禧
』（
91
～
98
頁
）、
歴
史
春
秋
出
版
、

平
成
21
年
７
月

　
　
　

平
成
22
（
二
〇
一
〇
）
年

平�

川
祐
弘　
「
第
二
回
仏
教
の
地
獄
と
キ
リ
ス
ト
教
の
地
獄
」（
38
～
59

頁
）
／
「
第
四
回
地
獄
の
門
」（
78
～
98
頁
）『
ダ
ン
テ
『
神
曲
』
講

義
』、
河
出
書
房
新
社
、
平
成
22
年
８
月

　

�

→『
平
川
祐
弘
決
定
版
著
作
集
ダ
ン
テ『
神
曲
』講
義
』（
54
～
84
頁
）／

（
111
～
140
頁
）、
勉
誠
出
版
、
令
和
２
年
２
月

　

�

→
『
ダ
ン
テ
『
神
曲
』
講
義
〈
上
〉』（
64
～
106
頁
）
／
（
145
～
188
頁
）、

河
出
文
庫
ひ
15
─
１
、
河
出
書
房
新
社
、
令
和
５
年
５
月

村�

井
重
俊
（
文
）・
小
林　

修
（
写
真
）　
「
連
載
週
刊
司
馬
遼
太
郎

（
173
）
日
露
戦
争
と
子
規
の
最
期
「
坂
の
上
の
雲
」
の
世
界
第
４
部

（
第
３
回
）
真
之
と
漱
石
の
悲
し
み
」「
週
刊
朝
日
」
115
巻
44
号
通
巻

5030
号
（
108
～
112
頁
）、
朝
日
新
聞
出
版
、
平
成
22
年
10
月

　
　
　

平
成
24
（
二
〇
一
二
）
年

松�
村
昌
家　
「
第
一
部
フ
ォ
ア
ラ
ン
ナ
ー
・
デ
ィ
ケ
ン
ズ
─
「
ド
ン
ビ
ー

父
子
」
に
お
け
る
商
会
（
ハ
ウ
ス
）
と
家
庭
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
）」『
ヴ
ィ

ク
ト
リ
ア
朝
文
化
の
世
代
風
景
─
デ
ィ
ケ
ン
ズ
か
ら
の
展
望
─
』

（
５
～
31
頁
）、
英
宝
社
、
平
成
24
年
２
月

福�

永
勝
也　
「
夏
目
漱
石
の
「
巴
里
・
倫
敦
」
考
─
明
治
知
識
人
の
「
西



一
八

洋
」
と
の
邂
逅
と
相
克
─
」「
人
間
文
化
研
究
」
29
号
（
１
～
44
頁
）、

京
都
学
園
大
学
人
間
文
化
学
部
、
平
成
24
年
12
月

宮�
本
由
紀　
「
評
論　

玉
座
を
め
ぐ
り
て
雷
鳴
は
と
ど
ろ
く
─
ロ
ン
ド

ン
塔
奇
譚
─
」「
教
育
文
芸
み
え
」
30
号
（
128
～
139
頁
）、
三
重
県
公

立
学
校
職
員
互
助
会
公
立
学
校
共
済
組
合
三
重
支
部
、
平
成
24
年
12

月
八�

太
正
之
介　
［
選
評
］
評
論
／
評
論
二
題
（
245
頁
）、
同
右

無�

署
名　
「
夏
目
漱
石　

イ
ギ
リ
ス
／
ロ
ン
ド
ン
塔
」『
世
界
の
作
家

が
愛
し
た
風
景T

he�landscapes�appreciated�by�the�literary�

legends�in�the�w
orld

』（
86
～
87
頁
）、
パ
イ　

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
、
平
成
24
年
12
月

　
　
　

平
成
25
（
二
〇
一
三
）
年

関�

谷
由
美
子　
「
第
二
章　

学
問
か
ら
小
説
へ
─
『
趣
味
の
遺
伝
』
の

余
─
」『〈
磁
場
〉
の
漱
石　

時
計
は
い
つ
も
狂
っ
て
い
る
』（
33
～

57
頁
）、
翰
林
書
房
、
平
成
25
年
３
月

中�

野
京
子　
「
中
野
京
子
の
名
画
が
語
る
西
洋
史
［
10
消
え
た
少
年
た

ち
］
フ
ラ
ン
ス
人
の
英
国
史　

ロ
ン
ド
ン
塔
の
王
子
た
ち
」「
文
藝

春
秋
」
91
巻
６
号
５
月
号
（
39
～
41
頁
）、
文
芸
春
秋
、
平
成
25
年

５
月

　

�

→
『
中
野
京
子
と
読
み
解
く
名
画
の
謎　

陰
謀
の
歴
史
篇
』（
11
～

29
頁
）、
文
芸
春
秋
、
平
成
25
年
12
月

井�

上　

務　
「
発
言　

切
り
口
新
鮮　

漱
石
の
美
術
」「
東
京
新
聞
」
朝

刊
二
五
三
五
一
号
（
５
面
）、
中
日
新
聞
東
京
本
社
、
平
成
25
年
６

月
３
日
（
月
曜
）

生�

方
智
子　
「
書
評　

関
谷
由
美
子
著
『〈
磁
場
〉
の
漱
石　

時
計
は
い

つ
も
狂
っ
て
い
る
』」「
日
本
文
学
」
62
巻
９
号
（
72
～
73
頁
）、
日

本
文
学
協
会
、
平
成
25
年
９
月

　
　
　

平
成
26
（
二
〇
一
四
）
年

高�

津
祐
典
・
西　

正
之　
「
漱
石
こ
こ
ろ
100
年　

海
外
で
も
読
ま

れ
る
漱
石　

国
境
・
時
代
超
え
る
共
感
」「
朝
日
新
聞
」
夕
刊

四
六
〇
四
八
号
（
文
化
３
面
）、
朝
日
新
聞
東
京
本
社
、
平
成
26
年

７
月
22
日
（
火
曜
）

　

�

→
『
朝
日
新
聞
縮
刷
版
』
平
成
26
年
７
月
号
通
巻
1117
号
（
1189
頁
）、

朝
日
新
聞
社
、
平
成
26
年
８
月

　
　
　

平
成
27
（
二
〇
一
五
）
年

西�

山
純
子　
「
第
Ⅱ
部
装
飾
美
術
の
探
求　

書
籍
（
78
～
125
頁
）［
漾
虚

集　

夏
目
漱
石
著
（
86
～
87
頁
）］」『
橋
口
五
葉
─
装
飾
へ
の
情
熱
』

T
ōBi�selection

、
東
京
美
術
、
平
成
27
年
２
月

清�

水
義
和　
「
夏
目
漱
石
の
ラ
フ
ァ
エ
ロ
前
派
と
村
上
春
樹
訳R.

チ
ャ

ン
ド
ラ
ー
作
『
ロ
ン
グ
・
グ
ッ
ド
バ
イ
』
の
迷
路
」「
愛
知
学
院
大

学
教
養
部
紀
要
」
62
巻
３
号
（
45
～
72
頁
）、
愛
知
学
院
大
学
教
養

教
育
研
究
会
、
平
成
27
年
２
月

備�
仲
臣
道　
「
漱
石
山
房
の
章
」『
内
田
百
閒　

百
鬼
園
伝
説
』（
33
～

68
頁
）、
皓
星
社
、
平
成
27
年
５
月

佐�

藤
宣
行　
「
後
編
「
共
鳴
」
の
系
譜V

ersion1

『
倫
敦
塔
』」『
描
写

理
論
「
則
天
去
私
」
攷
─
「
共
鳴
」
の
“
構
図
”
─
』（
105
～
114
頁
）、



一
九

文
芸
社
、
平
成
27
年
９
月

恒�
松
郁
生　
「
漱
石
の
世
界　

足
跡
を
た
ど
っ
て　

２
個
人
主
義
に
目

覚
め
た
ロ
ン
ド
ン
」「
朝
日
新
聞
」
朝
刊
四
六
四
七
二
号
（
別
刷
り

特
集
２
面
）、
朝
日
新
聞
社
、
平
成
27
年
９
月
30
日
（
水
曜
）

　

�

→
『
朝
日
新
聞
縮
刷
版
』
平
成
27
年
９
月
号
通
巻
1131
号
（
1526
頁
）、

朝
日
新
聞
東
京
本
社
、
平
成
28
年
10
月

　
　
　

平
成
28
（
二
〇
一
六
）
年

福�

井
ひ
と
み
・
木
戸
浦
豊
和　
「
日
英
学
術
交
流
150
周
年
記
念

「N
atsum

e�Sōseki,�the�Greatest�N
ovelist�in�M

odern�Japan

」

展
開
催
報
告
」「
東
北
大
学
附
属
図
書
館
調
査
研
究
室
年
報
」
３
号

（
77
～
84
頁
）、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
、
平
成
28
年
３
月

無�

署
名　
「
漱
石
ク
ロ
ニ
ク
ル　

二
十
世
紀
と
出
会
っ
た
明
治
の
男

（
26
～
47
頁
）［
西
へ
西
へ
（
30
～
34
頁
）］」『
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ

ア
夏
目
漱
石
』、
漱
石
文
学
研
究
会
編
著
、
洋
泉
社
、
平
成
28
年
５

月
柳�　

広
司　
「「
倫
敦
塔
」
─
無
敵
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」「
文
芸
別
冊
」

夏
目
漱
石　

百
年
後
に
逢
い
ま
し
ょ
う
（
42
～
44
頁
）、K

A
W
A
D
E

夢
ム
ッ
ク
、
責
任
編
集
奥
泉
光
、
河
出
書
房
新
社
、
平
成
28
年
６
月

　

�

→
「
文
芸
別
冊
」
夏
目
漱
石
百
年
後
に
逢
い
ま
し
ょ
う　

増
補
新
版

（
42
～
44
頁
）、K

A
W
A
D
E

夢
ム
ッ
ク
、
責
任
編
集
奥
泉
光
、
河
出

書
房
新
社
、
平
成
30
年
５
月

無�

署
名　
「
第
１
章
夏
目
金
之
助
奮
闘
す
７
漱
石
は
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・

ホ
ー
ム
ズ
を
読
ん
だ
か
？
」（
28
～
30
頁
）
／
「
第
８
章
一
度
は
読

み
た
い
漱
石
名
作
選
44「
倫
敦
塔
」・「
幻
影
の
盾
」」（
150
～
151
頁
）」『
夏

目
漱
石
没
100
年
の
読
み
直
し　

漱
石
先
生
に
つ
い
て
知
っ
て
お
き
た

い
59
の
事
柄
』D

IA
�Collection

、
編
集
担
当
白
石
弘
、
ダ
イ
ア
プ

レ
ス
、
平
成
28
年
７
月

黄�　

翠
娥　
「
夏
目
漱
石
の
パ
ラ
ド
キ
シ
カ
ル
な
浪
漫
観
の
構
造
」「
日

本
語
日
本
文
学
」
45
輯
（
59
～
78
頁
）、
輔
仁
大
學
外
語
學
院
日
本

語
文
學
系
、
平
成
28
年
７
月

長�

島
裕
子　
「
第
二
章
門
下
生
か
ら
（
23
～
46
頁
）［
明
治
三
十
八

（
一
九
〇
五
）
二
月
二
十
七
日
野
間
真
綱
よ
り
」（
38
頁
）］『
漱
石
の

愛
し
た
絵
は
が
き
』
中
島
国
彦
・
長
島
裕
子
編
、
岩
波
書
店
、
平
成

28
年
９
月

無�

署
名　
「
絵
は
が
き
文
面
翻
刻
」（
125
～
142
頁
）［
128
頁
］、
同
右

無�

署
名　
「
天
声
人
語
」「
朝
日
新
聞
」
四
六
八
二
七
号
朝
刊
（
１
面
）、

朝
日
新
聞
東
京
本
社
、
平
成
28
年
９
月
29
日
（
木
曜
）

　

�

→
『
朝
日
新
聞
縮
刷
版
』
平
成
28
年
９
月
号
通
巻
1143
号
（
1387
頁
）、

朝
日
新
聞
社
、
平
成
28
年
10
月

多�

賀
幹
子
（
文
）・
富
岡
秀
次
（
写
真
）　
「
イ
ギ
リ
ス
と
日
本
の
近
代

化
の
は
ざ
ま
で　

漱
石
が
歩
い
た
ロ
ン
ド
ン
」「A

era

ア
エ
ラ
」
29

巻
46
号　

通
巻
1588
号
（
37
～
41
頁
）、
朝
日
新
聞
出
版
、
平
成
28
年

10
月
24
日

安�

藤
文
人　
「
漱
石
の
読
ん
だ
「
通
俗
な
あ
る
外
国
雑
誌
」
─
材
源
と

し
て
のW

indsor�M
agazine

─
」「W

aseda�RILA
S�journal

」

４
号
（
452
～
440
頁
）、
早
稲
田
大
学
総
合
人
文
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、



二
〇

平
成
28
年
10
月

服�
部
英
雄　
「
五
高
教
授
・
夏
目
金
之
助
、
虚
と
実
」「
熊
本
城
」
復
刊

104
号
（
１
頁
）、
熊
本
城
顕
彰
会
、
平
成
28
年
11
月

五�

十
畑　

弘　
「
５
伝
説
と
物
語　

夏
目
漱
石
の
小
説
と
橋
」『
日
本
の

橋Bridges�in�Japan

─
そ
の
物
語
・
意
匠
・
技
術
─
』
シ
リ
ー
ズ
・

ニ
ッ
ポ
ン
再
発
見
５
（
149
～
159
頁
）、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
平
成
28

年
12
月

　
　
　

平
成
29
（
二
〇
一
七
）
年

小�

森
陽
一　
「
世
界
文
学
と
し
て
の
夏
目
漱
石
」『
生
誕
150
年
世
界
文
学

と
し
て
の
夏
目
漱
石
』（
１
～
28
頁
）、
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
日
本

文
学
国
際
会
議
実
行
委
員
会
編
、
岩
波
書
店
、
平
成
29
年
３
月

藤�

井　

哲　
「
木
村
毅
と
英
文
学
」「
福
岡
大
學
人
文
論
叢
」
48
巻
４
号

通
巻
191
号
（
１
～
83
頁
）、
福
岡
大
学
研
究
推
進
部
、
平
成
29
年
３

月
中�

野
京
子　
「
中
野
京
子　

怖
い
絵
展
の
記
者
発
表
会
」「
日
本
経
済
新

聞
」
夕
刊
四
七
一
六
〇
号
（
７
面
）、
日
本
経
済
新
聞
社
、
平
成
29

年
６
月
８
日
（
木
曜
）

　

�

→
『
日
本
経
済
新
聞
縮
刷
版
』
69
巻
６
号
６
月
号
（
405
頁
）、
日
本

経
済
新
聞
社
、
平
成
29
年
７
月

中�

野
京
子　
「
橋
を
め
ぐ
る
物
語
「
九
日
間
の
女
王
」
の
悲
劇　

ロ
ン

ド
ン
塔
の
ジ
ェ
ー
ン
」「
東
京
新
聞
」
夕
刊
二
六
八
二
四
号
（
５
面
）、

中
日
新
聞
東
京
本
社
、
平
成
29
年
７
月
26
日
（
水
曜
）

　

�「
中
日
新
聞
」
夕
刊
二
六
八
五
七
号
（
文
化
７
面
）、
中
日
新
聞
社
、

平
成
29
年
７
月
26
日
（
水
曜
）

　

�

→
『
中
日
新
聞
縮
刷
版
』
平
成
29
年
７
月
号
46
巻
７
号
（
1067
頁
）、

中
日
新
聞
社
、
平
成
29
年
８
月

　

�

→
『
怖
い
橋
の
物
語
』
河
出
文
庫
な
39
─
１
（
216
～
219
頁
）、
河
出

書
房
新
社
、
平
成
30
年
12
月

中�

野
京
子　
「
中
野
京
子
が
解
説
！
ダ
モ
ク
レ
ス
の
剣
」『
怖
い
絵

の
ひ
み
つ
。「
怖
い
絵
」
ス
ペ
シ
ャ
ル
ブ
ッ
ク
』（
５
～
17
頁
）、

K
A
D
O
K
A
W
A

、
平
成
29
年
７
月

宮�

部
み
ゆ
き
・
中
野
京
子　
「「
怖
い
絵
」
展
開
催
記
念
！
対
談　

宮
部

み
ゆ
き
×
中
野
京
子
」（
73
～
79
頁
）、
同
右

井�

出　

明　
「
中
野
京
子
特
別
監
修
「
怖
い
絵
」
展　

ダ
ー
ク
ツ
ー
リ

ズ
ム
で
広
が
る
絵
画
の
抱
え
る
怖
さ
（
108
～
123
頁
）［
夏
目
漱
石
は

ロ
ン
ド
ン
塔
を
ど
う
見
た
の
か
？
（
113
頁
）
／
我
々
は
《
レ
デ
ィ
・

ジ
ェ
ー
ン
・
グ
レ
イ
の
処
刑
》
と
い
か
に
対
峙
す
べ
き
か
（
114
～
118

頁
）］」「
美
術
手
帖
」
2017
年
10
月
号
69
巻　

1060
号
、
美
術
出
版
社
、

平
成
29
年
９
月

池�

田
洋
一
郎　
「
新
美
眼
152
ポ
ー
ル
・
ド
ラ
ロ
ー
シ
ュ「
レ
デ
ィ
・
ジ
ェ
ー

ン
・
グ
レ
イ
の
処
刑
」（
1833
年
）
歴
史
の
惨
状
描
写　

ま
る
で
オ
ペ
ラ
」

「
朝
日
新
聞
」
大
阪
版　

夕
刊
四
八
七
六
三
号
（
ア
ー
ト
５
面
）、
朝

日
新
聞
大
阪
本
社
、
平
成
29
年
９
月
１
日
（
金
曜
）

中�

野
京
子　
「Colum

u

ロ
ン
ド
ン
塔
、
ジ
ェ
ー
ン
、
夏
目
漱
石
」『
怖

い
絵
展�Fear�in�painting

』（
194
～
195
頁
）、
産
経
新
聞
社
、
平
成

29
年



二
一

　
�

→
『
も
っ
と
知
り
た
い
「
怖
い
絵
」
展
』（
92
～
99
頁
）、

K
A
D
O
K
A
W
A

、
令
和
元
年
11
月

　

�
→
『
展
覧
会
の
「
怖
い
絵
」』（
102
～
111
頁
）、
角
川
文
庫
な
─
50
─

11　

23041�K
A
D
O
K
A
W
A

、
令
和
４
年
２
月

　
　
　

平
成
30
（
二
〇
一
八
）
年

松�

原
典
子　
「
ジ
ェ
イ
ン
・
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
史
』」

「
中
京
学
院
大
学
経
営
学
部
研
究
紀
要
」
25
巻
（
155
～
168
頁
）、
中
京

学
院
大
学
経
営
学
部
、
平
成
30
年
３
月

緒�

方
賢
一　
「
英
の
漱
石
資
料　

再
び
公
開　

ロ
ン
ド
ン
記
念
館
閉
館

２
年
経
て
」「
読
売
新
聞
」
夕
刊
五
一
二
四
〇
号
（
10
面
）、
読
売
新

聞
東
京
本
社
、
平
成
30
年
９
月
３
日
（
月
曜
）

　

�

→
『
読
売
新
聞
縮
刷
版
』
61
巻
９
号
９
月
号
通
巻
721
号
（
128
頁
）、

読
売
新
聞
社
、
平
成
30
年
10
月

　
　
　

平
成
31
・
令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年

牛�

島
富
美
二　
「
夏
目
漱
石
「
倫
敦
塔
」
の
ユ
ー
レ
イ
」「Po
」
総
合
詩

誌
174
号
（
50
～
51
頁
）、
特
集
ユ
ー
レ
イ
・ghost

「Po

」
の
会
編
、

竹
林
館
、
令
和
元
年
８
月

河�

村
錠
一
郎　
「
タ
ー
ナ
ー
、
ラ
ス
キ
ン
、
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
─
ラ
ス

キ
ン
生
誕
二
百
年
記
念
『
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
の
軌
跡
』
展
に
ち
な
ん

で
」「
ラ
ス
キ
ン
文
庫
た
よ
り
」
78
号
（
１
～
７
頁
）、
ラ
ス
キ
ン
文

庫
、
令
和
元
年
10
月

　

�

→
『
イ
ギ
リ
ス
の
美
、
日
本
の
美
─
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
と
漱
石
、
ビ

ア
ズ
リ
ー
と
北
斎
』（
23
～
40
頁
）、
東
信
堂
、
令
和
３
年
４
月

中�

川　

越　
「
伝
え
る
工
夫　

手
紙
・
メ
ー
ル
「
あ
り
が
と
う
」
抜
き

の
感
謝
」「
東
京
新
聞
」
朝
刊
二
七
六
一
一
号
（
く
ら
し
24
面
）、
中

日
新
聞
東
京
本
社
、
令
和
元
年
10
月
16
日
（
水
曜
）

　

�「
中
日
新
聞
」
朝
刊
二
七
六
四
四
号
（
く
ら
し
24
面
）、中
日
新
聞
社
、

令
和
元
年
10
月
16
日
（
水
曜
）

　

�

→
『
中
日
新
聞
縮
刷
版
』
令
和
元
年
10
月
号
48
巻
10
号
（
600
頁
）、

中
日
新
聞
社
、
令
和
元
年
11
月

　
　
　

令
和
２
（
二
〇
二
〇
）
年

堀�

田
政
亨　
「
ウ
ン
ブ
リ
ア
に
住
ん
で
平
川
作
品
を
読
む
」『
平
川
祐
弘

決
定
版
著
作
集
ダ
ン
テ
『
神
曲
』
講
義
』（
756
～
765
頁
）、勉
誠
出
版
、

令
和
２
年
２
月

大�

山
英
樹　
「
第
１
部
漱
石
の
文
壇
登
場
と
そ
の
認
知
の
さ
れ
方
第
二

章
ホ
ト
ヽ
ギ
ス
派
の
俳
人
作
家
」『
夏
目
漱
石
と
帝
国
大
学
─
「
漱

石
神
話
」
の
生
成
と
発
展
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
─
』（
53
～
80
頁
）、
晃
洋

書
房
、
令
和
２
年
３
月

細�

川
祐
子　
「
最
終
章　

続
く
発
見
、
深
化
す
る
解
釈
─
ド
ラ
ロ
ッ

シ
ュ
、
ク
リ
ヴ
ェ
ッ
リ
、
フ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
」『
ロ
ン
ド
ン
・
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー=T

H
E�N
A
T
IO
N
A
L�GA

LLERY
�

LO
N
D
O
N

─
名
画
が
さ
さ
や
く
激
動
の
歴
史
』（
401
～
441
頁
）、
明

石
書
店
、
令
和
２
年
11
月

河�

村
錠
一
郎　
「
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
、
ラ
ス
キ
ン
、
そ
し
て
漱
石
─

一
九
〇
〇
年
の
ロ
ン
ド
ン
」『
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
の
軌
跡=Parabola�

of�pre-Raphaelitism
�T
urner,�Ruskin,�Rossetti,�Burne-Jones�



二
二

&
�M
orris

』（
13
～
19
頁
）、
監
修
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ニ
ュ
ー
オ
ル
・

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
＝
ワ
イ
ル
ド
マ
ン
・
河
村
錠
一
郎
、
ア
ル
テ
ィ
ス
、

令
和
２
年

　

�

→
『
イ
ギ
リ
ス
の
美
、
日
本
の
美
─
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
と
漱
石
、
ビ

ア
ズ
リ
ー
と
北
斎
』（
３
～
22
頁
）、
東
信
堂
、
令
和
３
年
４
月

　
　
　

令
和
３
（
二
〇
二
一
）
年

中�

野
京
子　
「
第
一
章
絵
を
見
る　

絵
を
読
む　

そ
の
闇
を
知
っ
た
と

き
、
名
画
は
違
う
顔
を
見
せ
る
─
「
怖
い
絵
展
」」『
そ
し
て
、
す
べ

て
は
迷
宮
へ
』（
45
～
47
頁
）、
文
春
文
庫
な
58
─
９
、
文
藝
春
秋
、

令
和
３
年
３
月

木�

村
澄
子　
「
Ⅰ
『
倫
敦
塔
』
論
「『
倫
敦
塔
』
の
言
語
現
象
」
特
徴
的

な
言
語
現
象
と
「
御
殿
場
の
兎
」
─
虚
構
を
可
能
に
し
た
も
の
─
」

鳥
井
正
晴
・
宮
薗
美
佳
・
古
浦
修
子
編
『『
倫
敦
塔
』
論
集　

漱
石

の
み
た
風
景
』
近
代
文
学
研
究
叢
刊
70
（
３
～
36
頁
）、
和
泉
書
院
、

令
和
３
年
３
月

松�

下
浩
幸　
「
帝
国
と
観
光
─
「
反
語
」
と
し
て
の
「
倫
敦
塔
」
─
」

（
37
～
56
頁
）、
同
右

宮�

薗
美
佳　
「
夏
目
漱
石
「
倫
敦
塔
」
論
─
観
光
「
す
る
こ
と
」
か
ら

の
離
陸
─
」（
57
～
77
頁
）、
同
右

木�

谷
真
紀
子　
「「
余
」の
紡
い
だ〈
英
国
〉─
夏
目
漱
石「
倫
敦
塔
」論
─
」

（
79
～
118
頁
）、
同
右

廣�

橋
香
文　
「「
倫
敦
塔
」
再
考
─
「
余
の
空
想
」
は
誰
の
も
の
か
」

（
119
～
138
頁
）、
同
右

古�

浦
修
子　
「『
倫
敦
塔
』
の
時
間
と
空
間
─
「
過
去
」
へ
の
眼
差
し
を

視
座
と
し
て
─
」（
139
～
165
頁
）、
同
右

長�

島
裕
子　
「「
倫
敦
塔
」
へ
の
道
─
「
帝
国
文
学
」
と
い
う
発
表
の
場

か
ら
─
」（
167
～
186
頁
）、
同
右

　

�「「
帝
國
文
學
」
第
拾
壹
卷
第
壹
影
印
〈
抜
粋
〉」（
187
～
213
頁
）、
同

右
長�

島
裕
子　
「「
倫
敦
塔
」
を
め
ぐ
る
書
簡
」（
215
～
233
頁
）、
同
右

鳥�

井
正
晴　
「
Ⅱ　

研
究
史
を
踏
ま
え
て
『
倫
敦
塔
』
論
の
前
提
─
倫

敦
塔
評
釈
」（
237
～
423
頁
）、
同
右

仲�　

秀
和　
「『
倫
敦
塔
』
研
究
史
」（
425
～
486
頁
）、
同
右

村�

田
好
哉　
「『
倫
敦
塔
』
研
究
文
献
目
録
」（
487
～
546
頁
）、
同
右

野�

網
摩
利
子　
「
Ⅲ　

特
別
寄
稿
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ス
コ
ッ
ト
の
明
治
と

漱
石
」（
549
～
574
頁
）、
同
右

鳥�

井
正
晴
・
宮
薗
美
佳
・
古
浦
修
子
（
司
会
）　
「
Ⅳ
机
上
鼎
談
編
集
の

こ
と
・
論
評
」（
575
～
630
頁
）、
同
右

木�

谷
真
紀
子
・
鳥
井
正
晴
（
司
会
）　
「
机
上
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
─
木
谷
さ

ん
に
聞
く
」（
631
～
634
頁
）、
同
右

編�

集
委
員
会　
「
Ⅴ
『『
漱
石
作
品
』
論
集　

風
景
シ
リ
ー
ズ
』
始
末
記
」

（
635
～
660
頁
）、
同
右

鳥�
井
正
晴　
「「
謝
辞
」
に
か
え
て
─
人
々
と
の
縁え

に
し、

と
い
う
「
解
」」

（
661
～
675
頁
）、
同
右

木�

谷
真
紀
子　
「
コ
ラ
ム
」（
78
、
166
、
214
頁
）、
同
右

深�

澤　

清　
「
文
学
を
通
し
て
考
え
る
海
外
留
学
─
夏
目
漱
石
を
中
心



二
三

と
し
て
─
」「
明
星
大
学
全
学
共
通
教
育
研
究
紀
要
」
３
号
（
75
～

85
頁
）、
明
星
大
学
教
育
学
部
全
学
共
通
教
育
委
員
会
、
令
和
３
年

３
月

神�

田
祥
子　
「
書
評　

服
部
徹
也
著
『
は
じ
ま
り
の
漱
石
『
文
学
論
』

と
初
期
創
作
の
生
成
』」「
国
語
と
国
文
学
」
98
巻
10
号
通
巻
1075
号

（
70
～
74
頁
）、
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
編
、
明
治
書
院
、
令
和
３

年
10
月

姜�　

尚
中　
「
老
い
る
力
第
31
回
カ
ラ
ス
と
鴉
と
烏
」「
私
の
ま
い
に
ち
」

741
号
（
18
～
19
頁
）、
毎
日
新
聞
出
版
編
、
毎
日
新
聞
社
、
令
和
３

年
10
月

　

�

→
『
生
き
る
意
味
』（
138
～
143
頁
）、
毎
日
新
聞
出
版
、
令
和
４
年
11

月
加�

藤　

空　
「
新
刊
紹
介　

鳥
井
正
晴
・
宮
薗
美
佳
・
古
浦
修
子
編
『
倫

敦
塔
』
論
集　

漱
石
の
み
た
風
景
』」「
国
文
学
研
究
」
195
集
（
142
頁
）、

早
稲
田
大
学
国
文
学
会
、
令
和
３
年
10
月

　
　
　

令
和
４
（
二
〇
二
二
）
年

増�

満
圭
子　
「『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
論
─
明
る
さ
の
奥
に
潜
む
も
の
─
」「
東

洋
学
園
大
学
紀
要
」
30
号
（
318
～
335
頁
）、
東
洋
学
園
大
学
、
令
和

４
年
２
月

佐�

々
木
亜
紀
子　
「
紹
介
鳥
井
正
晴
・
宮
薗
美
佳
・
古
浦
修
子
『『
倫
敦

塔
』
論
集　

漱
石
の
み
た
風
景
』」「
日
本
近
代
文
学
」
106
集
（
245
頁
）、

日
本
近
代
文
学
会
、
令
和
４
年
５
月

佐�

々
木
英
昭　
「
第
三
章
矛
盾
の
多
い
男
と
女
─
漱
石
の
仮
対
法
」

『
漱
石
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
に
挑
む
─
“
物
凄
い
”
文
学
の
手
際
』

（
79
～
91
頁
）、
幻
冬
舎
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
新
書
257
、
幻
冬
舎
メ
デ
ィ
ア

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
発
行
、
幻
冬
舎
発
売
、
令
和
４
年
10
月

　
　
　

令
和
５
（
二
〇
二
三
）
年

門�

賀
美
央
子　
「
倫
敦
塔
今
昔　

漱
石
を
通
し
て
」「
漱
石
山
房
記
念
館

だ
よ
り
」
13
号
（
２
～
３
頁
）、
新
宿
区
立
漱
石
山
房
記
念
館
、
令

和
５
年
８
月


